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章 市 

■
「
か
る
が
も
」
ミ
ニ
ク
リ

ス
マ
ス
会
を
開
催

▽
対
象　

市
内
在
住
で
生
後

６
か
月
〜
３
歳
（
参
加
当
日
）

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

▽
日
時
・
内
容　
　

月
９
日

１２

貊
午
前　

時　

分
〜　

時　

１０

３０

１１

３０

分
／
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
他

▽
場
所　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー

▽
定
員　

子
ど
も
と
そ
の
保

護
者　

組
１８

▽
持
ち
物

�　

円
程
度
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

２００
（
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
を
し
ま

す
。
参
加
す
る
お
子
さ
ん
が

２
人
の
場
合
は
２
個
必
要
で

す
）

�
靴
を
入
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
袋

▽
申
込
方
法　
　

月　

日
貂

１１

１５

午
前　

時
〜　

日
貍
午
後
５

１０

２６

時
に
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
窓
口
ま
た
は
電
話
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の

う
え
、
結
果
を
は
が
き
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
「
か
る
が
も
」
一
時
保
育

室
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　

保
護
者
の
仕
事
や
通
院
、

育
児
に
疲
れ
て
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
た
い
時
な
ど
に
お
子
さ

ん
を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

１
歳
以
上
で
市
内

在
住
、
認
可
保
育
施
設
に
入

所
し
て
い
な
い
、
集
団
保
育

が
可
能
な
未
就
学
児

▽
実
施
日　

月
〜
土
曜
日

（
祝
日
及
び
年
末
年
始
、
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
休

館
日
は
除
く
）

▽
保
育
時
間
・
利
用
料

�
一
日
利
用
（
８
時
間
）

：

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
／
二
、

四
〇
〇
円

�
半
日
利
用（
４
時
間
）

：

午

前
９
時
〜
午
後
１
時
、
午
後

１
時
〜
午
後
５
時
／
一
、
二

○
○
円

▽
定
員　
　

人
１０

▽
利
用
限
度　

週
３
回
ま
で

▽
利
用
方
法　

事
前
登
録
が

必
要
で
す
。
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
に
、
①

母
子
健
康
手
帳
②
健
康
保
険

証
③
乳
幼
児
医
療
証
の
以
上

３
点
を
持
参
の
う
え
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
後

に
、
窓
口
ま
た
は
一
時
保
育

室
専
用
電
話
（
�　

―　

―

０４２

５６５

３
６
５
５
）
で
、
１
か
月
先

ま
で
の
空
い
て
い
る
日
の
予

約
と
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
で

き
ま
す
。

※
電
話
受
付
後
は
１
週
間
以

内
に
「
か
る
が
も
」
の
窓
口

で
手
続
き
を
し
て
予
約
完
了

と
な
り
ま
す
。

■　

月
の
出
張
か
る
が
も
ひ

１２
ろ
ば
（
事
前
予
約
不
要
）

　

担
当
保
育
士
が
集
会
所
な

ど
に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊

び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

参
加
者
同
士
の
情
報
交
換
な

ど
を
行
い
ま
す
。
育
児
や
子

ど
も
の
発
達
な
ど
に
つ
い
て

も
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者

▽
期
日
・
場
所　
　

月
６
日

１２

貂
さ
く
ら
が
お
か
児
童
館
、

　

月　

日
貂
か
み
き
た
だ
い

１２

１３

児
童
館
、　

月　

日
貉
新
堀

１２

１４

地
区
会
館
、　

月　

日
貉
芋

１２

２１

窪
集
会
所

▽
時
間　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

　

時　

分

１１

４５

�
以
上
の
問
合
せ
・
申
込
み

は
、
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
�　

―　

―
３
６
５
１

０４２

５６５

ま
で
。
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月　

日
貍
は
、
シ
ス
テ
ム

１１

１９

入
替
作
業
を
行
う
た
め
臨
時
閉

庁
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
役
所
本
庁
舎
の
土

曜
開
庁
は
、
毎
週
土
曜
日
の
午

前
８
時　

分
〜
正
午（
祝
日
、年

３０

末
年
始　

月　

日
貅
〜
１
月
３

１２

２９

日
貂
は
除
く
）、
市
民
課
、
保
険

年
金
課
、
課
税
課
、
納
税
課
、

子
育
て
支
援
課
、
保
育
課
の
窓

口
で
、
平
日
業
務
の
一
部
を
行

っ
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

企
画
課
・
内
線
１

４
２
４
ま
で
。

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
は
、

自
然
災
害
や
国
民
保
護
に
関
す

る
情
報
な
ど
、
対
処
に
時
間
的

余
裕
が
な
い
事
態
が
発
生
し
た

場
合
に
、
国
が
市
の
防
災
行
政

無
線
を
自
動
起
動
し
、
緊
急
情

報
を
瞬
時
に
伝
達
す
る
シ
ス
テ

ム
で
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日
貂
午
前　

１１

２９

１１

時
ご
ろ

▽
放
送
対
象
地
域　

市
内
全
域

▽
放
送
内
容　

市
内　

か
所
の

５２

防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー

か
ら
次
の
内
容
が
放
送
さ
れ
ま

す
。「
〜
チ
ャ
イ
ム
〜
こ
れ
は
、

テ
ス
ト
で
す（
３
回
繰
り
返
し
）。

こ
ち
ら
は
防
災
東
大
和
で
す
〜

チ
ャ
イ
ム
〜
」

※
当
日
の
午
前　

時　

分
頃
、

１０

４５

防
災
行
政
無
線
及
び
東
大
和
市

安
全
安
心
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
よ

り
、
情
報
伝
達
訓
練
実
施
に
つ

い
て
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
こ
の
情
報
伝
達
訓
練
は
国
が

全
国
を
対
象
に
実
施
す
る
も
の

で
あ
り
、
他
の
地
域
で
も
同
様

の
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
３
ま
で
。

　

市
議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴

で
き
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
当

日
直
接
、
議
会
事
務
局
（
市
役

所
２
階
）
の
受
付
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
会
議
時
間
は
午
前
９

時　

分
〜
正
午
、
午
後
１
時　

３０

３０

分
〜
５
時
で
す
。
な
お
、
会
議

時
間
及
び
下
表
の
日
程
は
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

手
話
通
訳
の
配
置
を
ご
希
望

の
方
は
、
傍
聴
希
望
日
の
１
週

間
前
ま
で
に
議
会
事
務
局
（
フ

ァ
ク
ス　

―　

―
５
９
２
６
）

０４２

５６３

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

議
会
事
務
局
・
内

線
２
０
０
２
ま
で
。

平
成
 28
 年
第
4
回
 

　
　
　
市
議
会
定
例
会

　
 月
6
日
か
ら
開
会
予
定

12全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

11
 月
 29
 日
に
訓
練

市
役
所
本
庁
舎
土
曜
窓
口

11
 月
 19
 日
は
閉
庁

��������������������������������������������������������������������������

戦争と核兵器のない世界の建設

に向けて努力することをあらた

めて誓い、東大和市が平和都市

であることを宣言する。

〔東大和市平和都市宣言（抄）〕

子ども家庭支援センター かるがも 子ども家庭支援センター かるがも 

─あなたの子育て応援します。─ 
子ども家庭支援センター内の「かるがもひろば」には、 
滑り台や楽しいおもちゃがいっぱい！楽しいイベントも 
随時開催しています。ぜひ親子で遊びに来てください。 
また、子育てについての相談があればいつでもどうぞ。 
あなたの子育てを、全力でバックアップします。 

内　　容会　議開　催　日
開会・議案の審議等本 会 議12月6日貂

一般質問本 会 議12月7日 貉・9日貊
・12日豺 ～14日貉

付託案件の審査等
常任委員会12月 15日貅・ 16日

貊・19日豺
議会運営委員会12月16日貊

委員会審査報告
等・閉会本 会 議12月21日貉

11月末までに、廃棄物広報紙「ごろすけだより」を全戸配布します／問合せ　ごみ対策課・内線1241まで
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平
成　

年
度
の
決
算
が
市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し

２７

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
１

年
間
の
収
入
（
歳
入
）
は
、
約
五
二
七
億
六
、
六
八

七
万
円
で
前
年
度
比　

％
の
増
と
な
り
、
支
出
（
歳

７.１

出
）
は
、
約
五
一
〇
億
八
六
七
万
円
で
前
年
度
比　
７.５

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
（
表
１
参
照
）。

�
お
問
合
せ
は
、
財
政
課
・
内
線
１
４
３
１
ま
で
。

平
成 

27 

年
度 

　
　 

決
算
の
概
要 

　

前
年
度
に
比
べ
、
歳
入
・
歳

出
と
も
に　

％
の
増
と
な
り
ま

５.１

し
た
。
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し

引
き
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源

を
除
い
た
実
質
収
支
額
は
、
約

一
二
億
七
、
三
二
六
万
円
と
な

り
ま
し
た
（
表
２
参
照
）。

■
歳
入

　

市
税
は
、
納
税
義
務
者
及
び

給
与
所
得
の
増
加
に
よ
り
市
民

税
が
増
額
と
な
り
、
ま
た
、
償

（
地
方
財
政
状
況
調
査
）

一
般
会
計
の
 

　
　
決
算
の
概
要

却
資
産
の
増
加
等
に
よ
り
固
定

資
産
税
が
増
額
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
全
体
で
は
前
年
度
比
で

　

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

０.８
　

地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
税

率
改
定
後
の
税
収
の
平
年
度
化

に
伴
う
原
資
の
増
額
に
よ
り
、

　

・
０
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

８１
　

地
方
交
付
税
の
う
ち
特
別
交

付
税
は
、
増
額
と
な
り
ま
し
た

が
、
普
通
交
付
税
の
減
額
算
定

に
よ
り
、
全
体
で
は
前
年
度
比

で　

％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

４.０

　

国
庫
支
出
金
は
、
障
害
者
の

自
立
支
援
等
に
係
る
負
担
金
の

増
額
や
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
の
開
始
に
伴
う
各
施
設

型
給
付
費
負
担
金
が
増
額
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
前
年
度
比

　

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

３.６
　

都
支
出
金
は
、
保
育
所
緊
急

整
備
事
業
補
助
金
の
皆
減
等
に

よ
り
、
前
年
度
比　

％
の
減
と

１.８

な
り
ま
し
た
。

※
歳
入
の
内
訳
は
下
図
・
表
の

「
歳
入
」
参
照
。

■
歳
出

　

民
生
費
は
、
歳
出
全
体
の
半

分
を
超
え
る
額
と
な
り
、
障
害

者
自
立
支
援
給
付
費
や
待
機
児

童
対
策
と
し
て
保
育
園
の
定
員

増
に
係
る
経
費
等
の
増
に
よ
り
、

前
年
度
比　

％
の
増
と
な
り
ま

０.９

し
た
。

　

総
務
費
は
、
市
役
所
本
庁
舎

及
び
現
業
棟
耐
震
補
強
等
工
事

費
の
皆
増
等
に
よ
り
、
前
年
度

比　

・ 
３
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

１２

　

教
育
費
に
つ
い
て
は
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
費
の

皆
増
等
に
伴
い
、前
年
度
比　

・
２９

９
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

※
歳
出
の
内
訳
は
下
図
・
表
の

「
歳
出（
目
的
別
）」「
歳
出（
性

質
別
）」
参
照
。

〈表 1〉平成 27年度会計別決算額

実質収支額翌年度へ繰り
越すべき財源

歳入歳出差引額
（形式収支）歳　　出歳　　入

 区　分 
 会　計　　　

円万億円万億円万億円万億円万億
一 般 会 計

1,7147,326123,6072,9365,321262138,2132,2283083,5342,491321

8,7611,339108,7611,3391849,9711098,8451,310111国民健康保険
特　

別　

会　

計

2,198△38202,198△3829,6721,104217,47472221下 水 道

9,9685,94509,9685,9455,9338,4845,9014,4301土地区画整理

4,6125,273204,6125,27329082,629525,5207,90254介 護 保 険

9,4973,37909,4973,3794,7336,448174,2309,82817後期高齢者医療

2,3542,883173,6072,9365,9615,819179,5438665105,5046,686527合　　　計

〈表 2〉地方財政状況調査（決算統計）における普通会計の決算収支状況　　　　（単位：千円）

実質単年
度 収 支
F+G+H-I J

積 立 金
取崩し額
I

繰　上
償還金
H

積立金

G

単 年 度
収 支
F

実質収支

C-D　E

翌年度に繰
り越すべき
財源　　D

歳入歳出
差  引  額
A-B　C

歳出総額

B

歳入総額

A
区分

131,250542,3890600,67372,9661,273,26229,3641,302,62630,732,07932,034,70527年度

△ 41,642278,6370364,564△ 127,5691,200,29614,1711,214,46729,251,60730,466,07426年度

※1　普通会計：決算統計上、一般会計と公営事業会計を除く特別会計を合算した会計区分
※2　単年度収支［F］：当該年度決算による実質収支［E］から前年度の実質収支を差し引いた額
※3　実質単年度収支［J］：その年度の黒字要素（積立金・繰上償還金）や赤字要素（積立金取崩し額）を単年

度収支に加味した収支

【平成27年度決算の内容】　※地方財政状況調査による統計上の処理により、実際の決算額とは数値が異なります。 

歳　入 

歳入総額 
320億 

3,470万5千円 
市民一人当たり 
37万2,306円 

歳出（目的別） 歳出（性質別） 

歳出総額 
307億 

3,207万9千円 
市民一人当たり 
35万7,167円 

歳出総額 
307億 

3,207万9千円 
市民一人当たり 
35万7,167円 

その他 
1,709,271 
5.3％ 

その他 
605,470 
2.0％ 

その他 
1,296,724 
4.3％ 

普通建設事業費 
2,004,251 
6.5％ 

公債費 
1,533,422 
5.0％ 

補助費等 
3,146,670 
10.3％ 

物件費 
4,129,197 
13.4％ 

人件費 
4,406,552 
14.3％ 

扶助費 
10,521,210 
34.2％ 

民生費 
15,855,721 
51.6％ 

消防費 
1,105,800 
3.6％ 

公債費 
1,533,422 
5.0％ 

衛生費 
2,266,955 
7.4％ 

土木費 
1,505,254 
4.9％ 

教育費 
3,718,520 
12.1％ 

総務費 
4,140,937 
13.4％ 

繰入金944,353 
3.0％ 

繰越金 
1,214,467 
3.8％ 

地方交付税 
1,879,190 
5.9％ 

市債 
2,058,777 
6.4％ 

都支出金 
4,324,713 
13.5％ 
国庫支出金 
5,645,817 
17.6％ 

地方消費税交付金 
1,834,144 
5.7％ 

市税 
12,423,973 
38.8％ 

住民基本台帳人口：86,044人 
（平成28年3月31日現在） 

住民基本台帳人口：86,044人 
（平成28年3月31日現在） 

住民基本台帳人口：86,044人 
（平成28年3月31日現在） 

繰出金 
3,694,053 
12.0％ 

（単位：千円） （単位：千円） （単位：千円） 

【主な歳入】　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
増減の主な理由対前年度比決算額科　目

───────104,42512,423,973市税

納税義務者の増加等に伴う増額148,2085,240,617うち個人市民税

税制改正による税率引下げの影
響に伴う減額△ 91,914482,268うち法人市民税

償却資産の増加等に伴う増額52,1865,096,742うち固定資産税

障害者自立支援給付費等負担金
の増額及び子ども子育て支援新
制度の開始に伴う各施設型給付
費負担金の増額

196,5115,645,817国庫支出金

保育所緊急整備事業補助金の皆減△ 80,2274,324,713都支出金

普通交付税の減額△ 78,7731,879,190地方交付税

───────△ 94,4541,686,344うち普通交付税

本庁舎耐震補強事業債及び学校
給食センター新築事業債の皆増226,7352,058,777市債

───────△ 351,3651,179,877うち臨時財政対策債

【主な歳出（目的別）】　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
増減の主な理由対前年度比決算額科　目

児童福祉、障害者福祉等に係る扶助費の増額145,24815,855,721民　生　費
市役所本庁舎及び現業棟耐震補強等工事費
の皆増454,7164,140,937総　務　費

学校給食センター新築工事費の皆増855,0333,718,520教　育　費
救急医療体制整備事業補助金の皆増97,5322,266,955衛　生　費
借入金の一部償還終了に伴う減額△ 114,7801,533,422公　債　費

【主な歳出（性質別）】　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
増減の主な理由対前年度比決算額科　目

障害者自立支援給付費及び民間保育園運営
費等の増額214,57010,521,210扶　助　費

国勢調査員報酬等の増額121,2474,406,552人　件　費
家庭廃棄物戸別収集の平年度化に伴うごみ
処理事業関連委託料等の増額155,0274,129,197物　件　費

国民健康保険事業特別会計及び後期高齢者
医療特別会計繰出金の増額207,9643,694,053繰　出　金

救急医療体制整備事業補助金及び消費喚起
プレミアム付商品券発行事業補助金の皆増283,1453,146,670補 助 費 等
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■
国
民
健
康
保
険
事
業

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
額
は
、約
一
億
一
、

三
四
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
歳
入

　

国
民
健
康
保
険
税
が
前
年
度

比　

％
減
の
約
一
九
億
二
三
六

５.７
万
円
、
国
庫
支
出
金
が　

％
増

９.５

の
約
二
〇
億
七
、
三
〇
五
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

○
歳
出

　

保
険
給
付
費
が
約
六
四
億
二
、

�

 健全化判断比率 　
○実質赤字比率：一般会計における実質赤字額の標準
　財政規模に占める割合のこと
○連結実質赤字比率：一般会計に国民健康保険事業等
　の特別会計を加えた全会計における実質赤字額の標
　準財政規模に占める割合のこと
○実質公債費比率：公債費（借入金の償還額）による
　財政負担の程度を示す指標のこと
○将来負担比率：将来的に負担することになる実質的
　負債に当たる額（将来負担額）の標準財政規模に対
　する割合のこと　
 ※標準財政規模とは、市税等の一般財源による地方公共団体の標準
　 規模を示すもので、 平成 27年度の東大和市の標準財政規模は 162
　 億  2,973万円となっています。

■
総
務
費

　

平
和
事
業
（
戦
後　

年
の
節

７０

目
と
し
て
の
充
実
）、市
役
所
本

庁
舎
及
び
現
業
棟
耐
震
補
強
等

工
事

■
民
生
費

　

「
高
齢
者
見
守
り
ぼ
っ
く
す
」

の
増
設
、
紫
水
保
育
園
の
定
員

増
、
の
ぞ
み
保
育
園
の
分
園
の

開
設
等
、
谷
里
保
育
園
の
園
舎

増
築
、
学
童
保
育
所
受
入
れ
学

年
の
拡
大

■
衛
生
費

　

二
次
救
急
指
定
病
院
に
対
す

る
救
急
医
療
体
制
整
備
補
助
金
、

男
性
の
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
、

祝
日
等
歯
科
応
急
診
療
事
業
の

実
施

■
商
工
費

　

東
大
和
市
創
業
塾
の
開
催
、

消
費
喚
起
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
発
行
事
業
補
助
金

■
土
木
費

　

市
内
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、

雨
水
浸
透
施
設
設
置
工
事
、
集

水
ま
す
等
の
清
掃
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
車
両
購
入
、
公
園
の

特
別
会
計
の
 

　
決
算
の
概
要

長
寿
命
化
設
計
委
託
、
都
市
計

画
道
路
３
・
５
・　

号
線
用
地
買

２０

収
及
び
道
路
築
造
工
事

■
消
防
費

　

第
六
分
団
ホ
ー
ス
タ
ワ
ー
設

置
等
工
事

■
教
育
費

　

小
学
校
通
学
路
の
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
、「
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ

ャ
ー
」
の
配
置
、「
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
の
配
置
、

小
・
中
学
校
校
舎
外
壁
改
修
工

事
、
小
学
校
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
設
置
工
事
、
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
新
築
工
事

〇
七
六
万
円
で
全
体
の　

・
４
％
、

５８

共
同
事
業
拠
出
金
が
約
二
三
億

八
、七
四
二
万
円
で　

・
７
％
と

２１

な
り
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業

○
歳
入

　

下
水
道
使
用
料
が
前
年
度
比

　

％
増
の
約
一
〇
億
七
、
一
三

０.７一
万
円
、
市
債
（
借
入
金
）
が

　

％
減
の
四
億
七
、
五
七
〇
万

６.２円
と
な
り
ま
し
た
。

○
歳
出

　

公
共
下
水
道
管
渠
布
設
工
事

等
の
事
業
費
が
前
年
度
比　

・
３

１２

％
増
の
約
一
億
二
、
六
四
六
万

円
、
公
債
費
が　

％
減
の
約
一

２.２

三
億
五
、
三
八
九
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

■
土
地
区
画
整
理
事
業

○
歳
入

　

前
年
度
比　

・
９
％
減
の
約
一

１８

億
四
、
四
三
一
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

○
歳
出

　

前
年
度
比　

・
０
％
減
の
約

２７

八
、 四 
八
五
万
円
と
な
り
ま
し 
た
。

■
介
護
保
険
事
業

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
額
は
、
約
二
億
五
、

二
七
三
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
歳
入

　

保
険
料
が
約
一
二
億
三
、
八

七
二
万
円
で
全
体
の　

・
６
％
、

２２

国
庫
支
出
金
が
約
一
〇
億
七
一

六
万
円
で　

・
４
％
と
な
り
ま
し

１８

た
。

○
歳
出

　

保
険
給
付
費
が
約
四
五
億
四
、

三
二
一
万
円
で
全
体
の　

・
９
％
、

８６

地
域
支
援
事
業
費
が
約
一
億
二
、

八
一
五
万
円
で　

％
と
な
り
ま
し

２.５

た
。

■
後
期
高
齢
者
医
療

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
額
は
、
約
三
、
三

八
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
歳
入

　

医
療
保
険
料
が
前
年
度
比　
１.６

％
増
の
約
八
億
三
七
八
万
円
、

一
般
会
計
繰
入
金
が　

％
増
の

３.０

八
億
八
、
七
六
五
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

○
歳
出

　

広
域
連
合
納
付
金
が
約
一
五

億
九
、
八
八
〇
万
円
で
全
体
の

　

・ 
6
％
と
な
り
ま
し
た
。

９０
　

平
成　

年
度
決
算
に
お
け
る

２７

主
な
財
政
指
標
等
は
、
次
の
と

 ＜表 3 ＞　特別会計への繰出金

平成27年度繰出額区　　　分

13億3,498万7,956円国民健康保険事業特別会計

5億1,059万3,000円下 水 道 事 業 特 別 会 計

4,999万2,000円土地区画整理事業特別会計

8億7,257万3,000円介 護 保 険 事 業 特 別 会 計

8億8,764万8,876円後期高齢者医療特別会計

36億5,579万4,832円合　　　計

 ＜表 4 ＞　財政指標

平成27年度平成26年度平成25年度区　　　分

0.8490.8410.838財 政 力 指 数

90.8％91.1％90.1％経 常 収 支 比 率

 ＜表 5 ＞　健全化判断比率

平成27年度平成26年度
平成27年度
早期

健全化基準
区　　　分

――12.69％実 質 赤 字 比 率

――17.69％連結実質赤字比率

－2.3％－1.2％25.0％実質公債費比率

――350.0％将 来 負 担 比 率

※早期健全化基準の比率を超えた場合、財政健全化  
　計画を作成することとなります。
※「―」は、該当する数値がありません。

 ＜表 6 ＞　資金不足比率

平成27年度平成26年度
平成27年度
経営

健全化基準
区　　　分

0.1％―20.00％下 水 道 事 業

――20.00％土地区画整理事業

※「―」は、該当する数値がありません。

平
成
 27
 年
度
の
 

　
　
　
主
な
事
業

＜表7＞ 基金（積立金）現在高 

（単位：百万円） （単位：百万円） 

＜表8＞ 市債（借入金）現在高 

※臨時財政対策債は、国の地方財政対策として、市税等の経常 
　的収入の不足を補うための借入金です。将来の公債費負担に 
　対しては、税金により国が補てんすることとなっています。 

財政調整基金 

特定目的基金 

下水道事業特別会計 

うち臨時財政対策債 

一般会計 

お
り
と
な
り
ま
し
た
。

■
財
政
力
指
数

　

財
政
力
指
数
と
は
、
地
方
公

共
団
体
の
財
政
力
を
判
断
す
る

た
め
の
理
論
上
の
指
数
で
、
こ

の
指
数
が
大
き
い
ほ
ど
財
源
に

余
裕
が
あ
る
も
の
と
さ
れ
、
１

を
超
え
る
地
方
公
共
団
体
は
、

国
か
ら
の
普
通
交
付
税
が
交
付

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成　

年
度
の
財
政
力
指

２７

数
は
０
・　

と
な
り
ま
し
た
（
表

８４９

４
参
照
）。

■
経
常
収
支
比
率

　

経
常
収
支
比
率
と
は
、
財
政

の
弾
力
性
を
示
す
指
標
の
こ
と

で
す
。
経
常
的
支
出
（
人
件
費

や
扶
助
費
等
）
に
必
要
な
財
源

の
経
常
的
収
入
（
市
税
等
の
一

般
財
源
）
に
対
す
る
割
合
で
、

現
在
、
市
で
は　

％
以
内
に
抑

９０

え
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
平
成　

年
度
の
経
常
収
支

２７

比
率
は　

・
８
％
と
な
り
ま
し
た

９０

（
表
４
参
照
）。

■
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

不
足
比
率

　

表
５
、
表
６
の
と
お
り
。

■
基
金
（
積
立
金
）
現
在
高

　

基
金
と
は
、
目
的
を
も
っ
て

資
金
を
積
み
立
て
る
た
め
に
設

け
た
も
の
で
、一
般
会
計
で
は
、

年
度
間
の
財
源
調
整
を
図
る
財

政
調
整
基
金
と
、
福
祉
や
ま
ち

づ
く
り
な
ど
の
た
め
の
特
定
目

的
基
金
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

度
末
の
基
金
現
在
高

２７

は
、
前
年
度
比
約
三
億
七
、
八

七
九
万
円
、　

％
増
の
約
四
五

９.０

億
八
、
二
一
一
万
二
、
〇
〇
〇

円
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
う
ち
、

財
政
調
整
基
金
は
、
前
年
度
比

約
五
、
八
二
八
万
四
、
〇
〇
〇

円
、　

％
増
の
約
二
二
億
二
、

２.７

七
四
五
万
一
、
〇
〇
〇
円
、
特

定
目
的
基
金
は
前
年
度
比
約
三

億
二
、〇
五
〇
万
六
、 〇
〇
〇
円
、

 　

・
７
％
増
の
約
二
三
億
五
、四

１５六
六
万
一
、
〇
〇
〇
円
と
な
り

ま
し
た
（
表
７
参
照
）。

■
市
債
（
借
入
金
）
現
在
高

　

道
路
、
下
水
道
等
の
整
備
や

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事

等
、
将
来
に
わ
た
っ
て
効
果
が

残
る
事
業
の
財
源
に
つ
い
て
は
、

市
債
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
末
の
一
般
会
計

２７

の
市
債
の
残
高
は
、
前
年
度
比

七
億
一
、
〇
三
〇
万
円
、　

％
３.８

増
の
約
一
九
二
億
七
、
二
九
五

万
六
、
〇
〇
〇
円
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
、
臨
時
財
政
対

策
債
（
表
８
※
参
照
）
は
、
前

年
度
比
約
五
億
六
、
四
三
九
万

円
、　

％
増
の
約
一
三
五
億
二
、

４.４

六
一
二
万
九
、
〇
〇
〇
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
債
は
、
前
年
度

比
約
五
億
七
、
四
四
七
万
三
、

〇
〇
〇
円
、　

％
減
の
約
一
〇

５.０

八
億
三
、六
八
八
万
三
、〇
〇
〇

円
と
な
り
ま
し
た（
表
８
参
照
）。

基
金
・
市
債

財
政
指
標
等
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市
で
は
、
滞
納
者
か
ら
差
押

え
た
動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
を
実
施
し
ま
す
。
売
却
代

金
は
、
滞
納
市
税
等
に
充
当
し

ま
す
。
公
売
に
先
立
ち
、
公
売

財
産
の
パ
ネ
ル
掲
示
を
実
施
し

ま
す
。

▽
公
売
財
産　

①
自
動
車
（
ダ

イ
ハ
ツ
ム
ー
ヴ
）
②
オ
ー
ト
バ

イ
（
ホ
ン
ダ
フ
ォ
ル
ツ
ァ
）

▽
パ
ネ
ル
掲
示
期
間　
　

月　
１１

２１

日
豺
ま
で

▽
パ
ネ
ル
掲
示
場
所　

市
役
所

本
庁
舎
１
階

▽
公
売
申
込
期
間　
　

月　

日

１１

２１

豺
ま
で

▽
入
札
期
間　
　

月　

日
貂
午

１１

２９

後
１
時
〜　

月
１
日
貅
午
後　

１２

１１

時▽
公
売
場
所　

ヤ
フ
ー
株
式
会

社
が
提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
売
シ
ス
テ
ム
上

※
公
売
財
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、

Y
A
H
O
O
!JA
PA
N

官
公
庁
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
（http://koubai.

auctions.yahoo.co.jp/tky_
higashiyam

ato_city

）
ま
た

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
参

加
に
は
ヤ
フ
ー　

及
び
ク
レ
ジ

ID

ッ
ト
カ
ー
ド
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
出
品
が
中
止
と
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線
１

０
４
６
ま
で
。

�

　

市
で
は
、
行
政
評
価
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
仕
事
に
お
け
る

成
果
重
視
、
限
ら
れ
た
財
源
・

人
材
の
有
効
活
用
、
職
員
の
意

識
改
革
な
ど
を
進
め
、
よ
り
簡

素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
詳
細

は
行
政
管
理
課
窓
口
（
市
役
所

４
階
）、
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
市
役
所
３
階
）、ま
た
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
平
成　

年
２８

度
行
政
評
価
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
事
務
事
業
評
価

　

平
成　

年
度
に
実
施
し
た　

２７

４２５

事
務
事
業
に
つ
い
て
、
各
担
当

課
が
目
的
を
明
確
に
し
た
上
で
、

現
状
の
把
握
、
課
題
の
振
り
返

り
を
行
い
、
今
後
の
方
向
性
を

検
討
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち　
１７

事
務
事
業
に
つ
い
て
、
市
民
に

よ
る
外
部
評
価
を
実
施
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
よ
り
客
観
性
の

高
い
判
断
が
必
要
と
さ
れ
た
６

事
務
事
業
に
つ
い
て
「
東
大
和

市
行
政
評
価
推
進
会
議
」
に
お

い
て
最
終
評
価
を
行
い
ま
し
た

（
下
表
参
照
）。
今
後
、
こ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
各
担
当
課
で
必

要
な
調
整
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
施
策
評
価

　

東
大
和
市
総
合
計
画
に
掲
げ

る　

施
策
に
つ
い
て
評
価
し
ま

３２
し
た
。
具
体
的
に
は
、
施
策
を

担
当
す
る
課
長
が
、
総
合
計
画

に
掲
載
し
た
指
標
等
に
基
づ
い

て
進
捗
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、

平
成　

年
度
の
主
な
取
り
組
み

２７

や
課
題
を
振
り
返
り
、
今
後
の

方
向
性
を
検
討
し
ま
し
た
。

▽
問
合
せ　

行
政
管
理
課
・
内

線
１
４
４
１
ま
で
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら

２４

　

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し

２８た
「
東
大
和
市
第
４
次
行
政
改

革
大
綱
推
進
計
画
」
に
よ
り
、

行
政
改
革
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
詳
細
は
、
行
政
管

理
課
窓
口
（
市
役
所
４
階
）、市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
３

階
）
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
「
東
大
和
市
第
４
次
行
政

改
革
大
綱
推
進
計
画
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
（
平
成　

年
２７

度
）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

行
政
管
理
課
・
内

線
１
４
４
１
ま
で
。

自転車等利用自粛のお願い 市内各駅周辺の自転車等駐車場は、大変混雑しています。駅までおおむね 800 メートル以内に
お住まいの方の自転車等利用の自粛をお願いします／問合せ　土木課・内線 1213 まで

�
色
は
黒
で
、
走
行
距
離
は　

万
㎞

11

程
で
す
。
や
や
傷
あ
り
。
車
検
は
平

成　

年
４
月
ま
で
。

30

平
成
 28
 年
度
行
政
評
価
 

市
の
施
策
と
事
業
を
 

　
　
　
評
価
し
ま
し
た
 

インターネットで 

　公売を実施します 

・自動車 
・オートバイ 

行
政
改
革
に 

　
取
り
組
ん
で
い
ま
す 

平成28年度　事務事業評価に係る最終評価結果一覧
宿泊施設使用料負担軽減事業【学校教育課】

【事業内容】
　小学校 5・6年生及び中学生の修学旅行等の参加者に、宿泊費の一部を補助する。
　補助額：小学校 5年生 2,200円、6年生 3,800円、中学校 1・2年生 4,200円、3年生 5,100円
【外部評価】
�中学 3年生が約 6万円かかるのに対して、補助は 5,100円。補助金額はどうなのか。
�無償化するのであれば中学校 3年生に限定することで保護者にはインパクトがある。2,200円程
　度の補助はまとめて、生徒全体に有効なことに活用してはどうか。
【最終評価結果】
　修学旅行等宿泊費の補助は、保護者の負担軽減を図るため有効な事業である。意見の趣旨を踏ま
　え、保護者が負担軽減の効果を実感できるような具体的な方法について、早期に検討し、平成 29
　年度までに方向性を決め、予算との連動を図る。

昭和病院企業団事務【健康課】

【事業内容】
　小金井市、小平市、東村山市、東久留米市、清瀬市、東大和市、武蔵村山市、西東京市の 8市で
　組織する公立昭和病院企業団に受診者等の割合による分賦金を支払った。平成27年度分賦金
　96,421,000円
【外部評価】
�昭和病院が経営者として、構成市の市民にいかにメリットを出すかということだと思う。
�分賦金 1億円は大きい。減らす努力が必要。
【最終評価結果】
　公立昭和病院は、地域医療の重要な役割を担っており、構成市として支えていく必要がある。今
　後は、昭和病院の役割と経営状況、構成市の市民のメリット等について、市民への情報提供を行
　うことで、必要性についてご理解いただくとともに、市民の利便性向上ならびに更なるメリット
　の向上について昭和病院に働きかけていく。

老人クラブ育成事業【高齢介護課】

【事業内容】
　老人クラブ連合会及び単位老人クラブに対し、社会活動促進を目的とした市補助金を交付する。
　補助額：①均等割（月額 22,800円／クラブ）②会員数割　年額 40円 / 人
【外部評価】
�公民館活動では実態として 60歳以上の人が多いが、補助金は出ない。
�高齢者が集まって活性化することは良い。
�組織運営等について、市が支援しないと高齢者だけでは長続きしない。
【最終評価結果】
　老人クラブは、60歳以上の市民が生きがいと健康づくりのための多様な社会活動を行うことに
　より、明るい長寿社会作りに役立っている。この活動について、広報紙を活用するなど広く市民
　に普及啓発を図っていくとともに、活動内容がより充実し、会員数が増加するよう、助言や支援
　を行っていく。

中学校部活動大会参加費等補助金事業【指導室】

【事業内容】
　中学校部活動においてスポーツ、芸術面で特に優秀な成績を収め、地域代表として全国大会等に
　参加する生徒の交通費や宿泊費等を補助する。平成 27年度補助額：3,194,555円
【外部評価】
�不公平な制度という感じではない。
�大きな大会の参加費のみに絞ったほうが良い。
�近隣への交通費等は保護者負担でよいのではないか。
【最終評価結果】
　部活動への意欲的な取組みにつながる大会への参加を支援するため、大会参加費等の保護者負担
　軽減を図る必要がある。負担軽減の方法について、どのような補助のあり方が効果的であるか、
　学校と調整しながら、早期に検討し、平成２９年度までに制度の再構築について方向性を決め、
　予算との連動を図る。

シルバー人材センター運営・補助事業【福祉推進課】

【事業内容】
　公益社団法人東大和市シルバー人材センターに対して、運営に係る経費を補助する。　
　平成 27年度補助額：37,017,000円
【外部評価】
�公益社団法人になったことをきっかけに自立経営を目指すのか。
�公共の業務が多いので、市が直接発注しても出来るのではないか。
�仕事をしたくても雇用に結びつかない高齢者がいるので、大切な事業である。
【最終評価結果】
　シルバー人材センターは、高齢者の就業機会を提供するとともに生きがい対策として、重要な場
　であると考えているため、市からの補助については現時点では現状維持とする。しかし、経営努
　力を促すための効果的な事業運営について指導していくものとする。

ふれあいのまちづくり事業費補助金交付事務（社会福祉協議会運営・補助事業）【福祉推進課】

【事業内容】
　東大和市社会福祉協議会が運営するふれあいのまちづくり事業に係る費用の一部を補助する。
　＜ふれあいのまちづくりの事業内容＞　○見守り・声かけ活動　○ふれあいなごやかサロン
　平成 27年度補助額：7,076,390円
【外部評価】
�見守りぼっくす事業と一本化したらよい。両事業費の 3,500万円を効果的に使って欲しい。
�見守りをしていく必要性はある。
�社会福祉協議会へ人件費を補助することで、市として何をやってもらうのか、全体を見る必要がある。
【最終評価結果】
　主要事業である見守り・声かけ活動については、ボランティアに基づいた住民相互で支えあうと
　いう地域福祉の中核としての位置づけがあるため、廃止に向けた事業縮小は難しい。限られた補
　助金の中で、事業の効率化に向けた補助体制の構築を社会福祉協議会と図っていく。

�
色
は
黒
で
、
走
行
距
離
は
３
万
㎞

程
で
す
。
カ
ス
タ
ム
パ
ー
ツ
多
数
。

平成27年度における主な行政改革の取り組みと成果
市民サービスの充実

�住民票の写し等のコンビニエンスストア交付を開始
　 （平成 28 年 2 月から）
�動画共有サービス「YouTube」に市の公式動画チャンネルを開設

市民参加と協働の推進

�「市長と語ろう会」（タウンミーティング）を開催
� 4 施策等のパブリックコメントを実施
�地域における自主防災組織化の推進
　 （１団体増、平成 27年度末現在 37団体）
�自主防犯パトロール団体の組織化
　 （1団体増、平成 27年度末現在 21団体）
�地域団体等 16団体の協力を得て道路清掃を実施

効率的・効果的な行政運営

�公の施設のあり方検討委員会において、施設のあり方について検討
�行政評価制度の推進を図るため、市民による外部評価を実施
�人事評価結果に基づき査定昇給を実施

財政健全化の推進

�市税の収納率の向上 96． 4％
�介護保険料の収納率の向上 96． 1％
�保育料の収納率の向上 95． 5％
�市有地の売却（平成 27年度実績　約 3,376万円）
�負担金、補助金等の見直し（当初予算比較　990万 3千円減）
�事務管理経費（旅費・交際費・需用費他）の節減
　 （当初予算比較　6,318万 7千円減）
�各種業務委託の見直し（当初予算比較　1,008万 4 千円減）
�財政調整基金の積立（平成 27年度末残高　22億 2,745万１千円）
�体育施設等のネーミングライツを導入
　 （4 年 6か月で 450万円の命名権料）
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2 0 1 6 ・ 1 1 ・ 1 5�

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利

用
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
、
住
民
票
の
写
し
等
の

証
明
書
が
発
行
で
き
ま
す
。

▽
利
用
で
き
る
方　

利
用
者
証

明
用
電
子
証
明
書
の
あ
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い

る
市
民
の
方

▽
利
用
方
法　

①
コ
ン
ビ
ニ
の

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
画
面
（
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
）
を
操
作
し
、「
行
政

サ
ー
ビ
ス
」
ボ
タ
ン
を
押
し
ま

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

暗
証
番
号
が
必
要
で
す
②
証
明

書
種
類
の
選
択
や
必
要
部
数
等

を
指
定
し
印
刷
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
利
用
時
間　

午
前
６
時　

分
３０

〜
午
後　

時
１１

※
戸
籍
証
明
書
は
、
平
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
。

※
年
末
年
始
（　

月　

日
〜
１

１２

２９

月
３
日
）、シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
日
（　

月　

日
貍
、　

月

１１

１９

１２

　

日
豸
）
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

１１▽
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア　

全
国
の
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
・
ロ
ー
ソ
ン
・
サ
ー
ク

ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
、
一
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ト
ア

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
は
お
早
め
に

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構
に
申
請
し
、
市
役
所
で
受

　

平
成　

・　

年
度
に
市
が
発

２９

３０

注
す
る
物
品
の
買
い
入
れ
、
業

務
委
託
、
工
事
の
競
争
入
札
等

に
参
加
を
希
望
す
る
事
業
者
の

方
は
、
事
前
に
資
格
審
査
の
申

請
を
行
い
、
入
札
参
加
資
格
を

　

自
転
車
は
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
利
用
す
る
手
軽
で
便

利
な
乗
り
物
で
す
。
自
転
車
に

乗
る
時
は
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
自
転
車
安
全
利
用
五
則
】

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、

歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
自

転
車
は
車
道
寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る
（
飲
酒

運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の
禁

止
／
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
／

交
差
点
で
の
信
号
遵
守
と
一
時

停
止
・
安
全
確
認
）

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用こ
ん
な
運
転
も
ル
ー
ル
違
反
で

す
（
傘
さ
し
運
転
、
自
転
車
運

転
中
の
携
帯
電
話
使
用
等
、
自

転
車
運
転
中
の
イ
ヤ
ホ
ン
・
ヘ

ッ
ド
ホ
ン
の
使
用
）

コンビニで住民票や 
　印鑑登録証明書等が 
　　　　発行できます 

市役所よりも便利で 
お求めやすくなりました 

け
取
り
ま
す
が
、
申
請
か
ら
約

１
か
月
間
か
か
り
ま
す
。

　

特
に
、
平
成　

年
２
月
〜
３

２９

月
の
確
定
申
告
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
を

利
用
し
て
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
を
行
う

場
合
、
こ
れ
か
ら
カ
ー
ド
を
申

請
す
る
方
は
、
期
限
に
間
に
合

う
よ
う
、
申
請
時
期
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

用
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス

　

申
請
に
必
要
な
写
真
の
用
意

が
難
し
い
方
を
対
象
に
、　

月
１１

　

日
貂
か
ら
市
民
課
（
市
役
所

１５１
階
）
で
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
ま
し
た
。

※
平
日
の
み
。
予
約
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
・

内
線
１
０
８
７
ま
で
。

　

東
京
都
主
催
で
、
地
域
の
課

題
解
決
に
必
要
な
知
識
を
持
っ

た
専
門
家
を
派
遣
し
、
自
治
会

が
抱
え
る
悩
み
や
課
題
の
解
決

に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う

事
業
に
、
奈
良
橋
自
治
会
が
派

遣
対
象
自
治
会
に
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

９
月　

日
に
、
奈
良
橋
公
会

１１

堂
を
会
場
と
し
て
「
高
齢
者
の

見
守
り
活
動
に
対
す
る
専
門
的

な
知
識
や
効
果
的
な
取
組
」
を

テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
、
講
師
か
ら
は
、
今
後
の

自
治
会
運
営
で
重
要
な
こ
と
は

「
細
や
か
な
情
報
共
有
」、「
人

と
人
と
の
交
流
の
場
の
提
供
」

で
あ
る
と
の
お
話
が
繰
り
返
し

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
治
会
が
な
ぜ
必
要

か
に
つ
い
て
、
講
師
が
「
人
は

一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い
た

め
、
多
く
の
人
と
の
つ
な
が
り

を
作
る
こ
と
で
非
常
時
に
助
け

合
い
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
お

く
た
め
で
あ
る
」
と
話
し
て
い

た
こ
と
が
大
変
印
象
に
残
り
ま

し
た
。

　

当
日
の
詳
し
い
内
容
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
自
治
会
活

動
参
加
レ
ポ
ー
ト
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
１
ま
で
。

取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
東
京
電
子
自
治
体
共

同
運
営
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
調
達

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
申
請
を

随
時
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
電
子
調
達
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
な
い
市
内
事
業
者
の

方
を
対
象
に
、
書
類
に
よ
る
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。

▽
業
種　

物
品
、
委
託
、
工
事

▽
受
付
日
時　
　

月
７
日
貉
・

１２

８
日
貅
午
前
９
時
〜
正
午
及
び

午
後
１
時
〜
４
時

▽
受
付
場
所　

市
役
所　

会
議

４０２

室
（
市
役
所
４
階
）

▽
申
請
方
法　

総
務
管
財
課

（
市
役
所
３
階
）
で
配
布
す
る

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
要
領

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

総
務
管
財
課
・
内

線
１
３
４
２
ま
で
。

自
治
会
活
動
の
紹
介

「
奈
良
橋
自
治
会
」

地
域
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
人
を
紡
ぐ

・
い
の
ち
を
紡
ぐ
〜
 

▽
募
集
す
る
住
宅　

２
人
以
上

世
帯
向
（
東
京
街
道
１
戸
）、５

人
以
上
世
帯
向
（
向
原
１
戸
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

▽
申
込
資
格　

次
の
全
て
の
条

件
に
該
当
す
る
こ
と

①
東
大
和
市
に
居
住
し
て
い
る

②
同
居
親
族
が
い
る

③
世
帯
の
所
得
が
、
東
京
都
の

定
め
る
基
準
内
で
あ
る

④
住
宅
に
困
っ
て
い
る

⑤
申
込
者
（
同
居
親
族
を
含
む
）

が
暴
力
団
員
で
な
い

※
詳
し
く
は
、
申
込
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
書
の
配
布
期
間　
　

月
１１

　

日
貉
〜　

日
貊

１６

２５

都
営
住
宅
 

（
地
元
割
当
）
の

　
入
居
者
を
募
集

▽
申
込
書
の
配
布
場
所

�
市
民
生
活
課
（
市
役
所
３
階
。

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

�
市
民
セ
ン
タ
ー
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
含
む
）

▽
申
込
み　
　

月　

日
貊
ま
で

１１

２５

に
市
民
生
活
課
へ
提
出
ま
た
は

郵
送
（
〒　
　

東
大
和
市
中
央

２０７-
８５８５

３
―　

。　

月　

日
貊
ま
で
の

９３０

１１

２５

消
印
有
効
）
で
受
け
付
け
ま
す
。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
１
７
１
５
ま
で
。

◎
危
険
行
為
を
繰
り
返
す
と
自

転
車
運
転
者
講
習
の
受
講
が
義

務
に
な
り
ま
し
た

　

改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に

よ
り
、
平
成　

年
６
月
１
日
か

２７

ら
信
号
無
視
や
一
時
不
停
止
等
、

特
定
の
危
険
行
為
を
過
去
３
年

以
内
に
２
回
以
上
繰
り
返
す
と
、

自
転
車
運
転
者
講
習
の
受
講

（
講
習
手
数
料
の
標
準
額
は
五
、

七
〇
〇
円
）
が
命
じ
ら
れ
ま
す
。

　

命
令
を
受
け
て
か
ら
３
か
月

以
内
の
指
定
さ
れ
た
期
間
内
に

受
講
し
な
い
と
、
５
万
円
以
下

の
罰
金
に
な
り
ま
す
。

�
以
上
の
問
合
せ
は
、
東
大
和

警
察
署
�　

―　

―
０
１
１
０

０４２

５６６

へ
。

■
事
故
に
備
え
て
自
転
車
保
険

に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

自
転
車
は
、
私
た
ち
の
日
常

に
欠
か
せ
な
い
便
利
な
乗
り
物

で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注

意
や
油
断
で
、
時
と
し
て
凶
器

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

自
転
車
に
乗
っ
て
い
る
時
の

交
通
事
故
は
多
発
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
に
は
自
転
車
側

の
過
失
が
重
く
、
自
転
車
に
乗

っ
て
い
た
加
害
者
側
に
、
数
千

万
円
に
上
る
高
額
な
賠
償
命
令

が
下
さ
れ
た
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
高
額
の
損
害
賠

償
に
対
応
し
た
民
間
保
険
の
取

り
扱
い
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

年
間
数
千
円
の
負
担
で
、
万
が

一
の
事
故
に
備
え
、
安
心
し
て

自
転
車
に
乗
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
自
転
車
保
険
に
加
入
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
市
役
所
で
は
自
転
車

保
険
の
受
付
や
取
り
扱
い
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。
保
険
会
社
や

保
険
代
理
店
に
相
談
す
る
か
、

一
部
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
・
携
帯
電
話
会
社
で
も
契
約

で
き
る
保
険
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
取
扱
店
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
３
ま
で
。

　

身
体
等
の
不
自
由
な
高
齢
者

が
、
自
身
で
簡
単
に
初
期
消
火

す
る
こ
と
が
で
き
る
簡
易
消
火

具
の
普
及
を
図
る
た
め
、
希
望

す
る
対
象
者
へ
簡
易
消
火
具
を

配
布
し
ま
す
。
家
庭
で
も
事
情

に
あ
っ
た
消
火
器
の
設
置
を
し

て
く
だ
さ
い
。
平
成　

年
３
月

２９

　

日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
予

３１定
し
た
配
布
台
数
を
超
え
た
場

合
は
受
付
終
了
と
な
り
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
以

６５

上
で
介
護
保
険
被
保
険
者
で
あ

り
、
要
介
護
１
以
上
の
認
定
を

受
け
、
か
つ
在
宅
で
生
活
す
る

　

歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
構

６５成
さ
れ
る
世
帯
の
方

▽
配
布
数　
　

本
（
１
世
帯
１

１８０

回
限
り
の
配
布
と
し
ま
す
）

▽
主
な
仕
様

�
天
ぷ
ら
油
火
災
、
ス
ト
ー
ブ

火
災
、
小
規
模
普
通
火
災
に
対

応
。
電
気
火
災
は
除
く
。

�
総
重
量
は
約　

グ
ラ
ム

５２２

▽
申
込
方
法

　
　

月　

日
貂
午
前
９
時
か
ら
、

１１

１５

防
災
安
全
課
（
市
役
所
３
階
）

で
、
申
込
用
紙
に
申
請
者
の
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
と
、
対

象
世
帯
の
住
所
、
電
話
番
号
、

世
帯
全
員
の
氏
名
、
生
年
月
日

を
記
入
し
、
介
護
保
険
証
の
写

し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
申
込
み
に
は
申
請
者
の
印

鑑
が
必
要
で
す
。
代
理
人
の
方

で
も
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課　

内

線
１
３
５
２
ま
で
。

入
札
参
加
資
格
審
査

　
　
　
申
請
を
受
付

市
内
事
業
者
の
方
へ
 

自
転
車
に
乗
る
時
の

　
　
正
し
い
ル
ー
ル

知
っ
て
い
ま
す
か
 

発行できる証明書・手数料の一覧

発行できる証明書の範囲
手数料（１通あたり）

証明書の種類
窓口交付コンビニ交付

マイナンバーカード所有者本人および
本人と同一世帯員のもの300円200円住民票の写し

マイナンバーカード所有者本人のもの
（あらかじめ印鑑登録している方に限る）200円150円印鑑登録証明書

マイナンバーカード所有者本人および
本人と同一戸籍記載のもの
（東大和市が本籍の方に限る）

450円350円戸籍の全部事項証明書
・個人事項証明書

マイナンバーカード所有者本人および
本人と同一戸籍記載のもの
（東大和市が本籍の方に限る）

200円150円戸籍の附票の写し

マイナンバーカード所有者本人のもの
（最新年度分のみ）※300円200円市民税・都民税課税

（非課税）証明書

※被扶養者等で申告のない方は、コンビニでは発行できません。修正申告等により内容
　に変更のあった方は一定期間発行できません。

ス
プ
レ
ー
式
消
火
器
を
配
布
し
ま
す
 

簡
易
消
火
具
啓
発
事
業
（
高
齢
者
対
象
）
 

▼スプレー式消火器

有害ごみ・スプレー缶類が他のごみに混ざると火災等の原因になります 有害ごみ・スプレー缶類は、決められた日に、品目ごとに袋に分けて
排出してください／問合せ　ごみ対策課・内線1241まで
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�

　

市
で
は
、
平
成　

年
４
月

２９

１
日
か
ら
保
育
施
設
へ
の
入

所
を
希
望
す
る
方
の
申
込
み

を
、
次
の
と
お
り
受
け
付
け

ま
す
。
詳
し
く
は
保
育
施
設

入
所
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
が
で
き
る
方　

次

の
よ
う
な
理
由
で
、
日
常
的

に
就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
保

育
に
あ
た
れ
な
い
保
護
者

�
就
労
し
て
い
る
（
常
勤
、

パ
ー
ト
、
自
営
、
内
職
）。

�
出
産
予
定
月
の
前
後
２
か

月
の
合
計
５
か
月
以
内
で
あ

る
。

�
疾
病
等
に
よ
り
、
入
院
ま

た
は
通
院
し
て
い
る
。

�
心
身
に
障
害
が
あ
る
。

�
介
護
を
要
す
る
ま
た
は
長

期
入
院
等
を
し
て
い
る
親
族

の
介
護
に
あ
た
っ
て
い
る
。

�
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て

い
る
。

�
就
学
ま
た
は
就
労
の
技
能

取
得
を
常
態
と
し
て
い
る
。

�
求
職
活
動
を
し
て
い
る
。

▽
申
込
受
付
期
間
・
時
間

　

月　

日
豺
〜　

月
９
日
貊

１１

２８

１２

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

※
日
曜
日
は
除
く
。　

月
３

１２

日
貍
の
受
付
時
間
は
午
前
８

時　

分
〜
正
午
で
す
。

３０
▽
受
付
場
所　

保
育
課
（
市

役
所
１
階
）

※
市
外
の
保
育
施
設
に
入
所

を
希
望
す
る
場
合
で
も
、
受

付
場
所
は
東
大
和
市
と
な
り

ま
す
。
受
け
付
け
た
申
請
書

は
、
入
所
を
希
望
す
る
保
育

施
設
の
あ
る
市
区
町
村
に
送

付
し
ま
す
。
締
切
日
を
確
認

し
、
余
裕
を
も
っ
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
市
区
町
村

で
受
付
期
間
、
必
要
書
類
、

申
込
条
件
等
は
異
な
り
ま
す
。

▽
申
込
み
に
必
要
な
書
類

①
施
設
型
給
付
費
・
地
域
型

保
育
給
付
費
支
給
認
定
兼
保

育
利
用
申
請
書

②
同
意
書
／
重
要
事
項
確
認

書③
保
育
を
必
要
と
す
る
理
由

が
確
認
で
き
る
書
類
（
勤
務

証
明
書
等
）

※
入
所
案
内
、
申
請
に
必
要

な
書
類
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

▽
保
育
施
設
入
所
案
内
の
配

布
場
所　

保
育
課
、
子
ど
も

家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
、
清
原
市
民

セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
、
市
内

保
育
施
設

◎
ほ
か
の
保
育
施
設
に
転
所

を
希
望
す
る
方
へ

　

現
在
保
育
施
設
を
利
用
し

て
い
る
方
で
、
平
成　

年
４

２９

月
１
日
か
ら
ほ
か
の
保
育
施

設
に
転
所
を
希
望
す
る
場
合

に
も
、
入
所
申
請
と
同
様
の

申
請
が
必
要
で
す
。
な
お
、

受
付
期
間
・
時
間
、
受
付
場

所
も
、
入
所
申
請
の
場
合
と

同
じ
で
す
。

◎
現
在
待
機
中
の
方
へ

　

平
成　

年
度
に
申
込
み
を

２８

し
て
現
在
待
機
中
で
、
平
成

　

年
度
に
保
育
施
設
へ
入
所
・

２９転
所
を
希
望
す
る
場
合
は
、

再
度
申
込
み
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線

１
７
５
５
ま
で
。

保
育
施
設
 

　
平
成
　
年
4
月
入
所
の
ご
案
内
 

２９ 

　

東
京
都
私
学
財
団
等
の

機
関
は
、
高
校
生
等
を
対
象

と
し
た
教
育
費
助
成
・
奨
学

金
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

各
制
度
の
詳
し
い
内
容

は
、　

月
に
市
立
中
学
校
の

１１

３
年
生
の
全
世
帯
に
配
布
し

た
案
内
、
ま
た
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
主
な
教
育
費
助
成
制
度
〜

授
業
料
軽
減
助
成
（
給
付
）

　

私
立
校
の
み
対
象
と
な
り

ま
す
。
高
校
等
進
学
後
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
助
成
内
容　

世
帯
の
前
年

収
入
に
応
じ
て
、
年
額
九
万

五
、四
〇
〇
円
〜
一
四
万
三
、

〇
〇
〇
円
を
助
成
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

東
京
都
私
学
就

学
支
援
金
セ
ン
タ
ー
�　

│
０３

５
２
０
６
│
７
９
２
５
へ
。

◎
主
な
奨
学
金
制
度
〜
東
京

都
育
英
資
金
（
貸
付
）

　

東
京
都
内
に
在
住
し
、
高

校
等
に
在
籍
し
て
い
る
方
が

対
象
で
す
。
高
校
等
進
学
後

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

東
京
都
私
学
財

団
�　

│
５
２
０
６
│
７
９

０３

２
９
へ
。

奨学金制度等の 
　ご案内を 
　　配布しました 

平成29年4月から 
高等学校・高等専門学校に 
入学する方へ 

受付は随時行っていますので、該当する方は子育て支援課（市役所１階）
で申請してください。申請によって必要書類や条件等が異なりますのでお
問い合わせください。なお、制度によっては所得制限があるものや重複し
て受けられないものもあります。下表は平成２８年１１月現在の情報です。

児童・ひとり親等家庭対象の手当・助成制度

問合せ手当月額・助成内容等所得制限対象者名称

子
育
て
支
援
課
手
当
・
助
成
係　

内
線
1
7
6
1
〜
1
7
6
3

0～3歳未満（3歳の誕生日月まで）　15,000円
3歳～小学校修了前
　第1・2子は10,000円、第3子以降は15,000円
中学生　10,000円
特例給付　5,000円

あり
（所得制限
超世帯に特
例給付とし
て支給有）

15歳に達した日以後の最初の3月31日までの間にある児童を養育している方児童手当

全部支給  42,330円
一部支給　9,990円～42,320円
（児童2人目以降の加算あり）
全部停止　0円

あり
（扶養義務
者を含む）

次のいずれかの状態にある18歳に達した日以後の最初の3月31日までの間にある児
童（一定の障害がある場合は20歳未満）を養育しているひとり親家庭等の父または母
または養育者
�父または母が死亡　　　　　　　　�父母が婚姻を解消
�父または母が重度の障害を有する　�父または母が保護命令を受けた
�父または母が生死不明　　　　　　�父または母に引き続き1年以上遺棄されている
�婚姻によらないで生まれた　　　　�父または母が引き続き1年以上拘禁されている
�婚姻によらないで生まれた児童に該当するかどうかが明らかでない

児童扶養手当

児童1人につき13,500円
あり

次のいずれかの状態にある18歳に達した日以後の最初の3月31日までの間にある児童
を養育しているひとり親家庭等の父または母または養育者
�父または母が死亡　　　　　　　　�父母が婚姻を解消
�父または母が重度の障害を有する　�父または母が保護命令を受けた
�父または母が生死不明　　　　　　�父または母に引き続き1年以上遺棄されている
�婚姻によらないで生まれた　　　　�父または母が引き続き1年以上拘禁されている

育成手当
児
童
育
成
手
当

児童1人につき15,500円
次のいずれかに該当する20歳未満の児童を養育している方
�「身体障害者手帳」1・2級程度 �「愛の手帳」1～3度程度 �脳性まひ、進行性筋萎縮症

障害手当

保険診療の自己負担分を助成（入院時の食事療養標準
負担額は除く）なし義務教育就学前（6歳に達した日以後の最初の3月31日まで）の乳幼児を養育している方乳幼児医療費助成

保険診療の自己負担分外来1回200円を上限とし、そ
れ以外を助成（入院時の食事療養標準負担額は除く）あり6歳に達した日の翌日以後の最初の4月1日から15歳に達した日以後の最初の3月31日

までの間にある児童を養育している方
義務教育就学児
医療費助成　　

保険診療の自己負担分を助成（一部自己負担を除く）

※一部自己負担分
【住民税課税世帯】
　《通院の場合》定率1割（上限12,000円／月）
　《入院の場合》�定率1割（上限44,400円／月）
　　　　　　　　�入院時の食事療養標準負担額ま

たは生活療養標準負担額
【住民税非課税世帯】入院時の食事療養標準負担額ま

たは生活療養標準負担額

あり（扶養
義務者を含
む）

◎次のいずれかの状態にある18歳に達した日以後の最初の3月31日までの間にある
児童（一定の障害がある場合は20歳未満）を養育しているひとり親家庭等の父または
母及びその児童
�父または母が死亡　　　　　　　　�父母が婚姻を解消
�父または母が重度の障害を有する　�父または母が保護命令を受けた
�父または母が生死不明　　　　　　�父または母に引き続き1年以上遺棄されている
�婚姻によらないで生まれた　　　　�父または母が引き続き1年以上拘禁されている
�婚姻によらないで生まれた児童に該当するかどうかが明らかでない　
◎父または母が監護しない上記のような児童及び父母が死亡した児童を養育する養育者
及びその児童

ひとり親家庭等
医療費助成　　

子
育
て
支
援
課
ひ
と
り
親
・
女
性
相
談
係

内
線
1
7
6
4　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�育児
�家事全般

所得に応じ
た自己負担
あり

児童のいるひとり親家庭で、次の一時的な理由等によりホームヘルパーの派遣が必要な方
�ひとり親家庭となって2年以内で生活環境が激変　　　�自立のための就職活動等
�保護者が職業能力開発センター等に通学
�保護者の疾病、出産、看護、事故、冠婚葬祭、学校行事等
�小学校3年生以下の児童がいる家庭で保護者の就業の事情

ひとり親家庭
ホームヘルプ
サービス　　

★主な貸付資金
　�修学資金
　�就学支度資金
　�技能習得資金
　�生活資金
　�転宅資金　　　　　ほか

都内に6か月以上居住しているひとり親家庭の母等で、20歳未満のお子さんを養育している方
東京都母子及び父
子福祉資金の貸付

配偶者がいない、都内に6か月以上居住している女性で
（1）親・子・兄弟姉妹などを扶養している方（所得制限なし）
（2）親・子・兄弟姉妹などを扶養していない方は、年間所得が2,036,000円以下で、次のいずれか
に該当する方
①かつて母子家庭の母として子を扶養したことのある25歳以上の方　②婚姻歴のある40歳以上の方

東京都女性福祉
資金の貸付　　
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狭
山
公
民
館
で
活
動
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
の
日
頃
の
活
動
成

果
を
展
示
・
発
表
し
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
方
の
ご
来
館
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
開
会
式
・
閉

会
式
の
手
話
通
訳
を
希
望
す
る

　

狭
山
緑
地
は
、
公
園
と
違
い

人
の
手
入
れ
が
必
要
な
里
山
で

す
。
今
回
、
里
山
の
手
入
れ
の

ひ
と
つ
の
「
竹
林
の
間
伐
・
ミ

ニ
門
松
づ
く
り
」
の
体
験
講
座

を
行
い
ま
す
。
講
座
は
、
狭
山

緑
地
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
雑
木
林
の

会
」
の
協
力
で
開
催
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

方▽
日
時　
　

月　

日
豸
午
前　

１２

１８

１０

時
〜
午
後
２
時
（
雨
天
中
止
）

▽
集
合　

郷
土
博
物
館
に
午
前

９
時　

分
３０

▽
場
所　

郷
土
博
物
館
、
狭
山

緑
地

▽
募
集
人
数　
　

人
（
申
込
順
）

１０

▽
持
ち
物　

飲
み
物
、
昼
食
、

タ
オ
ル
、
軍
手
（
滑
り
止
め
）、

筆
記
用
具
、
帽
子

※
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
（
長
ズ

ボ
ン
）
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み　
　

月　

日
貅
ま
で

１１

２４

に
環
境
課
・
内
線
１
２
７
１
へ
。

狭
山
公
民
館
ま
つ
り 

開
館
　
周
年
記
念 

〜
未
来
の
お
と
な
☆
昔
の
こ
ど
も
☆
☆ 

　
　
　
　
　
　
　
　

み
ん
な
集
ま
れ
☆
☆
☆
〜 

４０ 

第
　
回 

３６ 

方
は
、　

月　

日
貊
ま
で
に
狭

１１

１８

山
公
民
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日　
　

月　

日
貍
・　

１１

２６

２７

日
豸

▽
場
所　

狭
山
公
民
館

▽
問
合
せ　

狭
山
公
民
館
�　
０４２

―　

―
２
７
０
０
ま
で
。

５６５

　

東
大
和
市
、
東
村
山
市
、
武

蔵
村
山
市
、
瑞
穂
町
の
共
催
事

業
で
す
。
平
成　

年
度
は
、
武

２８

蔵
村
山
市
の
資
料
館
分
館
開
館

を
記
念
し
て
開
催
し
ま
す
。

▽
対
象　

全
て
の
回
に
参
加
で

き
る
方
を
優
先
し
ま
す
。
た
だ

し
、
第
１
回
の
み
の
参
加
可
。

▽
日
時
な
ど　

下
表
の
と
お
り

※
見
学
会
の
詳
細
は
、
第
１
回

の
講
演
終
了
後
に
資
料
を
配
布

す
る
予
定
で
す
。

▽
参
加
費　
　

円
（
資
料
代
。

１００

各
回
当
日
に
徴
収
し
ま
す
）

◎
（
仮
称
）
東
大
和
郷
土
美
術

園
の
特
別
公
開

　

日
本
画
家
・
吉
岡
堅
二
画
伯

の
旧
邸
宅
の
特
別
公
開
を
行
い

ま
す
。

▽
日
時　
　

月　

日
貍
・　

日

１１

２６

２７

豸
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

▽
場
所　

（
仮
称
）
東
大
和
郷

土
美
術
園
（
東
大
和
市
清
水
３

―　

）
７７９

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公

共
の
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
入
園
無
料
で
す
。

◎
自
然
観
察
会
「
バ
ー
ド
ウ
ォ

ッ
チ
ン
グ
」（
事
前
申
込
制
）

　

紅
葉
の
林
と
多
摩
湖
で
、
野

鳥
観
察
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
の
開
催

に
伴
い
、
都
立
東
大
和
南
公
園

の
周
辺
道
路
を
交
通
規
制
（
鍠

回
の
お
願
い
等
）
し
ま
す
。
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
交
通
規
制
の
日
時　
　

月
４

１２

日
豸
午
前
８
時　

分
〜
午
後
１

３０

時
頃
。
荒
天
の
場
合
、
中
止
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
交
通
規
制
の
区
域　

下
図
の

と
お
り

▽
問
合
せ　

社
会
教
育
課
・
内

線
１
５
５
４
ま
で
。

狭山丘陵市民大学

狭山丘陵と戦争

▽
日
時　
　

月
４
日
豸
午
前
９

１２

時
に
武
蔵
大
和
駅
下
広
場
集
合

▽
場
所　

都
立
狭
山
公
園
、
多

　

東
大
和
市
で
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
羽
村
市
自
然
休
暇
村
を

利
用
で
き
る
よ
う
、
羽
村
市
と

協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
こ

の
施
設
は
、
山
梨
県
清
里
高
原

に
あ
る
体
験
型
大
型
宿
泊
施
設

で
す
。
天
体
観
測
室
、
体
育
館
、

キ
ャ
ン
プ
場
等
を
備
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
季
節
ご
と
に
フ
ェ

ア
等
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

予
約
受
付
は
利
用
日
の
3
か

月
前
か
ら
で
、
利
用
日
の
1
か

月
前
か
ら
前
日
ま
で
の
予
約
分

は
、
羽
村
市
民
と
同
一
価
格
で

ご
利
用
で
き
ま
す
。

▽
施
設
の
所
在
地　

山
梨
県
北

杜
市
高
根
町
清
里
3
5
4
5
―

3
8
7
7

▽
施
設
案
内
の
配
布
場
所　

市

役
所
1
階
市
民
ロ
ビ
ー
、
市
民

生
活
課
（
市
役
所
3
階
）

▽
申
込
み　

自
然
休
暇
村
�
0

5
5
1
―　

―
4
0
1
7
、
フ

４８

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
0
1
2
0
―　
４７

―
4
0
1
7
へ
（
携
帯
不
可
）。

▽
問
合
せ　

市
民
生
活
課
・
内

線
1
7
1
1
ま
で
。

４
日
貉

▽
応
募
方
法　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
投
稿
方
式
で
す
。
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
専
用
サ
イ

ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
チ
ラ
シ
ま
た
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
募
集
要

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
プ
リ
ン

ト
写
真
も
応
募
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
４
ま
で
。

　

冬
の
夜
空
に
美
し
く
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
幻
想
的
な
「
Ｊ

Ｒ
一
ノ
戸
川
鉄
橋
」
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
　

月
３
日
貍
・
４
日

１２

豸
日
没
〜
午
後
８
時　

分
３０

▽
場
所　

福
島
県
喜
多
方
市
山

都
町
Ｊ
Ｒ
一
ノ
戸
川
鉄
橋
周
辺

※
悪
天
候
な
ど
の
理
由
で
、
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
イ
ベ
ン
ト
の
問
合
せ　

喜
多

方
市
山
都
総
合
支
所
産
業
課
�

０
２
４
１
―　

―
３
８
３
１
へ
。

３８

※
そ
の
ほ
か
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

は
、
喜
多
方
観
光
物
産
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w

w
.k
itak
ata-k

an
k
o.jp

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
友
好
都
市
に
関
す
る
問
合
せ

市
民
生
活
課
・
内
線
１
７
１
１

ま
で
。

　

市
内
で
遭
遇
し
た
お
も
し
ろ

場
面
や
自
慢
し
た
く
な
る
風
景
、

あ
た
た
か
み
の
あ
る
表
情
等
、

市
の
魅
力
が
あ
ふ
れ
る
写
真
を

募
集
中
で
す
。
市
内
外
の
多
く

の
方
に
市
の
魅
力
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
あ
な
た
の
デ
ジ
カ

メ
や
ス
マ
ホ
に
眠
っ
て
い
る
写

真
を
、
ぜ
ひ
、
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。
今
年
は
新
た
に
「
こ
ど

も
写
真
家
賞
（
中
学
生
以
下
）」

を
設
け
て
、
幅
広
い
世
代
か
ら

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
対
象　

平
成　

年
の
１

２８

年
間
に
東
大
和
市
内
を
撮
影
し

た
も
の

▽
募
集
期
限　

平
成　

年
１
月

２９

ま
ち
フ
ォ
ト 

　
コ
ン
テ
ス
ト 

ご
応
募
く
だ
さ
い 

　

東
や
ま
と
観
光
ガ
イ
ド
の
会

主
催
に
よ
る
学
習
講
座
を
開
催

し
ま
す
。地
域
の
歴
史
、文
化
、

自
然
に
興
味
の
あ
る
方
や
、
市

内
外
に
東
大
和
市
の
魅
力
を
広

め
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
お
気

軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日
・
内
容
・
講
師

①　

月
１
日
貅
／
東
大
和
市
の

１２
自
由
民
権
運
動
／
松
崎
稔
氏

②　

月
９
日
貊
／
近
世
の
武
蔵

１２
野
開
発
／
三
野
行
徳
氏

③　

月　

日
貂
／
狭
山
丘
陵
保

１２

２０

護
の
歴
史
／
勅
使
河
原
彰
氏

▽
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３

３０

時　

分
（
予
定
）

３０
▽
場
所　

①
及
び
②
は
中
央
図

書
館
、
③
は
郷
土
博
物
館

▽
募
集
人
数　

各
回　

人
（
申

１０

込
順
。１
回
の
み
の
参
加
も
可
）

▽
募
集
期
間　
　

月　

日
貂
〜

１１

１５

　

日
貉

３０※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

▽
申
込
み　

産
業
振
興
課
・
内

線
１
０
７
１
ま
で
。

交
通
規
制
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い 

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
の 

開
催
に
伴
う 

摩
湖

▽
講
師　

大
庭
健
二
氏
（
都
市

鳥
研
究
会
幹
事
）、柴
田
佳
秀
氏

（
日
本
鳥
学
会
会
員
）、永
石
文

明
氏
（
東
京
農
工
大
学
講
師
）

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
双
眼

鏡�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

郷
土
博
物
館
�　

―　

―
４
８

０４２

５６７

０
０
ま
で
。

里
山
体
験
講
座 

竹
林
の
間
伐
・ 

　
　

ミ
ニ
門
松
づ
く
り 

Ｊ
Ｒ
一
ノ
戸
川
鉄
橋 

　
　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ 

友
好
都
市
イ
ベ
ン
ト
情
報 

喜
多
方
市
に
出
か
け
よ
う
！ 

狭山公民館まつりの内容・時間

オープニングイベント・開会式　午前10時～10時
30分／谷里保育園園児によるダンス、体操
展示・発表　午前10時30分～午後4時
特別イベント　①谷里保育園園児による唄、鍵盤ハー
モニカ演奏／午前10時30分～11時②日本棋院初段の星
合志保氏（NHK杯棋譜読み手）による指導対局／午前10
時30分～正午／定員10人／無料③島人クラブによる三
線演奏／午後3時35分～4時
体験コーナー　①茶席体験（自分でお抹茶をたてて飲
んでみましょう）／午前10時30分～午後1時30分／定
員　先着30人／100円②将棋体験／午後1時30分～4時
／定員なし／無料
模擬店等　市内共同作業所による販売コーナー／午前
10時30分から売り切れ次第終了／パン、やきそば等

　

月　

日
貍

11

26

展示・発表　午前10時～午後3時
特別イベント　東大和Cityジュニアウインドアンサン
ブルによる吹奏楽演奏／午前10時30分～11時
体験コーナー　①ヨーヨー体験／午前10時～午後3時
／定員20人／無料②青竹踏みを取り入れた軽体操／午
後2時10分～3時／定員30人／無料
模擬店　市内共同作業所等による販売コーナー／午前
10時30分から売り切れ次第終了／フランクフルト、や
きとり、わたあめ等
閉会式　午後3時～3時15分

　

月　

日
豸

11

27

うまべぇがくる予定です。
体験コーナー　①パステル画体験／午前10時30分～正
午／定員　先着8人／500円②スイーツデコ体験／午前
10時30分～正午／定員　先着8人／300円
模擬店等　実行委員会による地場産野菜の販売、子ど
もの遊び場、四小PTAによる炊き込みご飯、豚汁、チョ
コバナナパフェ／午前10時30分から売り切れ次第終了
無料お茶コーナー　午前10時30分～午後2時30分

　

月　

日
貍
・　

日
豸
両
日

11

26

27

狭山丘陵市民大学「狭山丘陵と戦争」
募集人員内容会場日時

25人
（100人）

講演会「狭山丘陵
と戦争」
講師：飩崎茂彌氏
（立川市史編纂委員
会副委員長）

瑞穂町郷土
資料館「けや
き館」

12月10日貍
午後2時から

第
1
回

10人
（40人）

瑞穂町内の戦争遺
跡の見学

集合場所は、
けやき館

平成29年1月
14日貍午後1
時から

第
2
回

武蔵村山市歴史民
俗資料館分館と旧
日立航空機株式会
社変電所の見学

集合場所は、
玉川上水駅

2月18日貍午
後1時から

第
3
回

東村山市所有の戦
争関連資料の見学

集合場所は、
東村山ふる
さと歴史館

3月11日貍午
後1時から

第
4
回

※募集人員のカッコ内は3市1町の合計人数です。
※けやき館は駐車場が限られています。また、ふるさと歴史館は
駐車場がありません。公共機関を使ってお越しください。

東大和南公園 
桜が丘団地 

至
東
大
和
市
駅 

東大和市ロンド 
みんなの体育館 

車両交通規制 
車両交通規制 

交通規制の案内図 

東大和市ロンド 
桜が丘フィールド 

東
や
ま
と 

観
光
ガ
イ
ド
の
会 

地
域
の
歴
史
講
座 

羽
村
市
自
然
休
暇
村 

「
清
里
・
八
ヶ
岳
　 

少
年
自
然
の
家
」 

ご
利
用
く
だ
さ
い 
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�

■
乳
幼
児
の
身
長
・
体
重
計
測

　

０
歳
〜
就
学
前
の
乳
幼
児
／

　

月
１
日
貅
午
前
９
時　

分
〜

１２

３０

　

時
／
場
所　

市
立
保
健
セ
ン

１１タ
ー
／
母
子
健
康
手
帳
／
当
日

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
〜
６
か
月
）

　

生
後
４
〜
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／　

月
５
日
豺
午
後
１

１２

時　

分
〜
３
時
／
場
所　

市
立

３０
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
（
申
込

２０

順
。　

月　

日
貉
か
ら
受
付
開

１１

１６

始
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作
り
方

の
話
、
試
食
（
保
護
者
の
み
）

／
母
子
健
康
手
帳
、筆
記
用
具
、

お
ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ

も■
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
講
習

会
（
７
〜　

か
月
）

１１

　

生
後
７
〜　

か
月
の
乳
児
の

１１

保
護
者
／　

月
７
日
貉
午
後
１

１２

時　

分
〜
３
時　

分
／
場
所

３０

３０

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／　

人
２０

（
申
込
順
。　

月　

日
貉
か
ら

１１

１６

受
付
開
始
）
／
保
育
室
有
り

（　

人
。
申
込
順
）
／
離
乳
食

１５
の
進
め
方
の
話
、
調
理
実
習
、

試
食
／
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

バ
ス
タ
オ
ル
等

■
育
児
相
談
会
〜
か
ん
が
る
ー

グ
ル
ー
プ

　

小
さ
く
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

や
発
達
に
不
安
や
心
配
を
抱
え

て
い
る
家
族
（
保
護
者
の
み
の

参
加
も
歓
迎
）
／　

月　

日
貊

１１

２５

午
前
９
時　

分
〜　

時
／
場
所

３０

１１

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
／
子
育
て

の
情
報
交
換
や
小
児
科
医
に
相

談
が
で
き
ま
す
／
母
子
健
康
手

帳
／
当
日
直
接
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

�
以
上
の
申
込
み
・
問
合
せ
は
、

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
５
２
１
１
ま
で
。

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◎
仕
事
を
お
受
け
し
ま
す

仕
事
の
内
容　

掃
除
、
洗
濯
、

食
事
作
り
、
襖
・
障
子
・
網
戸

張
り
替
え
、
大
工
仕
事
、内
装
・

電
気
工
事
、
洋
服
直
し
、
除
草
、

屋
内
外
の
清
掃
、植
木
せ
ん
定
、

ハ
チ
の
巣
駆
除
、チ
ラ
シ
配
布
、

パ
ソ
コ
ン
教
室
（
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
）、パ
ソ
コ
ン
周
辺
機
器

の
設
定
、
毛
筆
宛
名
・
賞
状
書

き
な
ど
、
家
庭
内
の
お
困
り
ご

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
な
お
、
料
金
は
仕
事

の
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

◎
働
く
会
員
を
募
集
し
ま
す

　

仕
事
内
容
は
、
除
草
・
清
掃
、

植
木
せ
ん
定
、ご
家
庭
の
清
掃
・

料
理
、
自
転
車
整
理
、
施
設
管

理
、
事
務
、
営
業
、
品
出
し
、

接
客
、
運
転
、
製
造
補
助
な
ど

で
す
。

　

市
内
に
居
住
す
る　

歳
以
上

６０

の
健
康
で
働
く
意
欲
が
あ
り
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事

業
を
理
解
し
、
賛
同
す
る
方
で

あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
入
会
で
き

ま
す
。

　

会
員
に
な
る
に
は
入
会
説
明

会
に
参
加
し
（
事
前
申
込
制
）、

会
員
登
録
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�　

―　
０４２

５６５

―
０
５
３
１
へ
。

■
商
工
会
主
催
創
業
塾
（
５
日

間
コ
ー
ス
）
受
講
者
募
集

　

起
業
に
興
味
が
あ
る
方
、
起

業
し
て
間
も
な
い
方
を
対
象
に
、

多
彩
な
分
野
で
活
躍
す
る
専
門

家
か
ら
起
業
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ

ウ
を
体
系
的
に
学
べ
る
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

先
輩
起
業
家
の
経
験
や
日
本

政
策
金
融
公
庫
の
実
務
担
当
者

か
ら
見
た
融
資
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成　

年
１
月　

日
豸
・　

２９

１５

２２

日
豸
、２
月
４
日
貍
・　

日
豸
・

１２

　

日
貍
い
ず
れ
も
午
前　

時
〜

１８

１０

午
後
４
時　

分
／
場
所　

三
鷹

３０

産
業
プ
ラ
ザ
／
五
、
〇
〇
〇
円

（
全
５
回
分
。
テ
キ
ス
ト
・
資

料
代
込
み
）
／　

人
（
申
込
順
）

４０

／
商
工
会
�　

―　

―
１
１
３

０４２

５６２

１
へ
。

■
中
小
企
業
大
学
校
東
京
校

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
地
域
で
活

き
る
！
」
〜
第
２
回
「
輝
き
な

が
ら
働
く
」

　

働
く
場
所
と
住
む
場
所
が
異

な
る
「
都
会
の
暮
ら
し
」
が
当

た
り
前
と
な
っ
て
い
る
昨
今
、

自
身
の
地
域
を
振
り
返
り
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

多
摩
地
域
在
住
の
方
／　

月
１１

　

日
貍
午
後
１
時　

分
〜
５
時

２６

３０

／
場
所　

中
小
企
業
大
学
校
東

京
校
／　

人（
申
込
順
）／　

円

３０

５００

（
懇
親
会
費
含
む
）
／
申
込
方

法
等
の
詳
細
は
、
中
小
機
構
ビ

ジ
ネ
ス
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
／
ビ
ジ
ネ
ス
ト

担
当
�　

―　

―
１
１
９
５
へ
。

０４２

５６５

■
社
会
福
祉
協
議
会
〜
成
年
後

見
講
座
「
判
断
能
力
が
低
下
し

た
方
を
ま
も
る
に
は
…
」

　

判
断
能
力
が
低
下
し
た
方
が

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
成
年
後
見
制
度
や
地
域

で
支
え
合
う
仕
組
み
へ
の
関
心

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
に
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

�
第
１
回　
　

月　

日
豺
午
後

１２

１２

１
時　

分
〜
３
時　

分 ：

「
成
年

３０

３０

後
見
制
度
の
基
礎
」（
東
大
和
社

協
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
劇
団
に
よ
る

寸
劇
及
び
弁
護
士
に
よ
る
解
説

な
ど
）

�
第
２
回　
　

月　

日
貊
午
後

１２

１６

１
時　

分
〜
３
時　

分 ：

「
後
見

３０

３０

人
と
は
」
講
師
は
伊
吹
勝
美
氏

（
ひ
め
し
ゃ
ら
法
律
事
務
所
弁

護
士
）

�
第
３
回　
　

月　

日
貂
午
後

１２

２０

１
時　

分
〜
４
時：

①
「
認
知

３０

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」（
市

主
催
）
講
師
は
高
齢
者
ほ
っ
と

支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど
。
参

加
さ
れ
た
方
に
は
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
目
印
で
あ
る
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
を
配
布
し
ま
す
。

②
「
地
域
で
支
え
合
う
仕
組
み
」

講
師
は
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

場
所　

社
会
福
祉
協
議
会
／　
２０

人
（
申
込
順
。
な
る
べ
く
全
３

回
に
参
加
で
き
る
方
）
／　

円
１０３

（
資
料
代
）
／
申
込
み　
　

月
５

１２

日
豺
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会

あ
ん
し
ん
東
大
和
�　

―　

―

０４２

５９０

０
０
１
８
へ（
手
話
通
訳
が
必
要

な
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
フ

ァ
ク
ス　

―　

―
３
６
８
０
）。

０４２

５６４

■
市
へ
の
ご
寄
付

　

次
の
団
体
か
ら
、
市
へ
の
ご

寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

○
現
金　

二
万
五
、
〇
〇
〇
円

　

ピ
ー
ス
ア
ラ
イ
ヴ

　

市
の
た
め
に
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
新
し
い
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た

　

９
月
開
催
の
第
３
回
市
議
会

定
例
会
で
、
次
の
方
が
新
た
に

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
選
出

さ
れ
、　

月　

日
の
選
挙
管
理

１０

１１

委
員
会
で
委
員
長
及
び
委
員
長

職
務
代
理
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

委
員
の
任
期
は
、
平
成　

年
２８

　

月　

日
か
ら
平
成　

年　

月

１０

１１

３２

１０

　

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

１０委
員
長　

野
澤
勝
／
委
員
長
職

務
代
理
者　

進
藤
雪
男
／
委
員

大
村
英
雄
、
小
林
美
智
子
／
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
・
内
線

１
５
９
２
ま
で
。

■
第
二
次
東
大
和
市
環
境
基
本

計
画
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
結
果

　

市
で
は
、「
第
二
次
東
大
和
市

環
境
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

　

件
の
ご
意
見
が
提
出
さ
れ
ま

１０し
た
。

　

提
出
さ
れ
た
ご
意
見
及
び
ご

意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
等

は
、
環
境
課
（
市
役
所
３
階
）

ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
ま
す
／
環
境
課
・

内
線
１
７
２
４
ま
で
。

■
第
２
回
総
合
教
育
会
議

　
　

月　

日
貅
午
後
３
時　

分

１１

２４

３０

／
場
所　

中
央
公
民
館
／
傍
聴

者
の
定
員　
　

人
（
当
日
先
着

１０

順
）
／
学
校
教
育
課
・
内
線
１

５
１
１
ま
で
。

■
な
ん
が
い
児
童
館
〜
「
な
ん

が
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１

６
」
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売

　
　

月
３
日
貍
に
「
な
ん
が
い

１２
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
な
ん
が
い

児
童
館
で
チ
ケ
ッ
ト
（
１
枚　
１００

円
）
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
チ

ケ
ッ
ト
が
無
く
な
り
次
第
終
了

し
ま
す
（　

枚
販
売
予
定
）
／

２００

な
ん
が
い
児
童
館
�　

―　

―

０４２

５６７

２
４
４
１
ま
で
。

■
ご
み
対
策
課
か
ら

◎
不
用
に
な
っ
た
集
積
所
・
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
看
板
の
撤
去

　

集
積
所
や
資
源
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
設
置
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
土
台
の
看
板
で
、
不
用

に
な
っ
た
、
も
し
く
は
撤
去
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、看
板
の
破
損
や
劣
化
、

集
積
所
の
利
用
状
況
に
よ
り
、

看
板
が
不
用
と
思
わ
れ
る
場
合
、

撤
去
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
集
合
住
宅
で
資
源
物
の
排
出

に
お
困
り
の
方
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い

　

集
合
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
等
）

に
お
住
ま
い
の
方
は
、
ご
み
対

策
課
（
市
役
所
３
階
）
に
申
請

を
す
る
こ
と
で
、
敷
地
内
の
集

積
所
で
資
源
物
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
缶
・
び
ん
、
紙
・
布
等
）

が
排
出
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
ご
み

対
策
課
・
内
線
１
２
４
１
ま
で
。

　

東
大
和
市
消
防
団
に
お
い
て
、

平
成　

年
度
東
京
都
消
防
褒
賞

２８

を
次
の
方
が
受
賞
し
、　

月　
１０

２７

日
に
東
京
都
知
事
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

本
部
副
団
長　

目
黒
雄
介

第
七
分
団
長　

金
井
康
哲

　

こ
の
表
彰
は
、
消
防
団
員
と

し
て
永
年
勤
務
し
た
方
で
、
特

に
消
防
業
務
の
功
績
が
顕
著
で

あ
り
、
消
防
団
員
の
模
範
と
な

る
方
が
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
・
内

線
１
３
５
１
ま
で
。

東
京
都
消
防
褒
賞 

　

認
定
期
間
満
了
後
も
引
き
続

き
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
更

新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

�
書
類
は
有
効
期
間
満
了
の
約

２
か
月
前
に
東
京
都
か
ら
郵
送

さ
れ
ま
す
。

※
書
類
が
届
か
な
い
場
合
は
、

東
京
都
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

�
有
効
期
間
満
了
の
約
１
か
月

前
に
、
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
で

更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

歳
以
上
の
方
は
、
有
効
期

１８
間
満
了
ま
で
に
更
新
手
続
き
を

行
わ
な
い
場
合
、
資
格
喪
失
と

な
り
、
再
度
認
定
を
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

◎
東
京
都
大
気
汚
染
医
療
制
度

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に

対
し
て
、
認
定
さ
れ
た
疾
病
の

治
療
に
要
し
た
医
療
費
の
う
ち
、

保
険
適
用
後
の
自
己
負
担
額
を

助
成
し
ま
す
。

対
象　

次
の
①
〜
⑤
の
要
件
を

全
て
満
た
す
方

①　

歳
未
満
（　

歳
以
上
の
方

１８

１８

の
新
規
申
請
の
受
付
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
）

②
気
管
支
ぜ
ん
息
・
慢
性
気
管

支
炎
・
ぜ
ん
息
性
気
管
支
炎
・

肺
気
し
ゅ
（
こ
れ
ら
の
続
発
性

を
含
む
）
に 
罹  
患 
し
て
い
る

り 
か
ん

③
都
内
に
引
き
続
き
１
年
（
３

歳
未
満
は
６
か
月
）
以
上
住
所

を
有
す
る
（
都
内
の
住
民
登
録

が
必
要
）。

④
健
康
保
険
等
に
加
入
し
て
い

る
。

⑤
喫
煙
し
て
い
な
い
。

�
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
手
続

き
に
つ
い
て
は
市
立
保
健
セ
ン

タ
ー
�　

―　

―
５
２
１
１
、

０４２

５６５

制
度
に
つ
い
て
は
東
京
都
福
祉

保
健
局
環
境
保
健
衛
生
課
�　
０３

―
５
３
２
０
―
４
４
９
１
へ
。

医
療
券（
気
管
支
ぜ
ん
息
）の 

　
　
　
　
　
更
新
を
お
忘
れ
な
く 

平日準夜帯小児初期救急診療 平日準夜帯の小児初期救急診療を実施しています／診療日　火・水・金曜日（祝日は除く）／
受付時間　午後 7時～ 9時 30分／場所　東大和病院／問合せ　東大和病院 � 042-562-1411 へ
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〈
一
般
書
〉

�
Ｉ
Ｓ
の
人
質

   
ダ
ム
ス
ゴ
ー
、
プ
ク 
著

�　

世
紀
の
地
政
学
ア
ト
ラ

２１
ス 

地
政
学
地
図
研
究
会 
編
集

�
「
火
附
盗
賊
改
」
の
正
体

　
　
　
　
　
　

丹
野 
顯 
著

�
ゴ
ヤ
「
戦
争
と
平
和
」

　
　
　
　

大
闍 
保
二
郎 
著

�
橋
を
架
け
る
者
た
ち

　
　
　
　
　

木
村 
元
彦 
著

〈
児
童
書
〉

�
す
み
れ
ち
ゃ
ん
、
生
き
る

     
す
み
れ
の
し
っ
ぽ 
著

�
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

　
　
　
　
　

小
西 
英
子 
作

〈
録
音
図
書
〉

�
止
牟
止　

句
集

　
　
　
　
　
  
関 
成
美 
著

ほ
ん
ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

ほ
ん
・
本
・
Ｂ
ｏ
ｏ
ｋ 

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
（
録
音
図
書
の
利

用
は
、
障
害
者
登
録
を
し
て
い
る
方
に
限
り
ま
す
）。

お
問
合
せ
は
、
中
央
図
書
館
�　

―　

―
２
４
５
４
ま
で
。

０４２

５６４

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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お子さんへの一生の贈り物
（Ｂ型肝炎ワクチン）　

　日本で血液を商品として輸血用に売って
いた（売血）時代（１９６４年位まで）、Ｂ型肝炎
ウイルスの保有率は、人口の２％と高い率
でした。１９６４年、駐日米国大使ライシャワ
ー氏が暴漢に襲われた際に、緊急輸血が行
われました。彼は、「私の体に日本人の血が
流れることになった」と述べ、日米友好の
証しとして称賛されたそうです。しかし、
彼はこの輸血が原因で肝炎になり、１９９０
年に慢性肝炎の悪化で亡くなりました。
　この事件以後、売血が問題視され、輸血
用の血液は献血が基本になり、１９７２年以後、
献血時にＢ型肝炎ウイルスが検査されるよ
うになりました。１９８６年からは、全妊産婦
にＢ型肝炎ウイルスの検査を行い、陽性の
母から生まれた赤ちゃんには、母からの感
染予防のため全員にワクチンを注射するこ
とになりました。
　この方法でＢ型肝炎の発症は防止できる
と信じられてきましたが、その後、保育園
等でＢ型肝炎の集団発症が散発的に報告さ
れたため、小児への大規模調査が行われま
した。調査の結果、感染力のあるＢ型肝炎
抗原を持つ園児が見つかり、幼少期にすで
に感染していることが判明。さらに調査し、
Ｂ型肝炎散発例の認められた園では、園児、
園児の家族などがウイルスの保有者で園児
間、家族内感染があることが分かりました。
感染経路調査の結果、感染者の汗、涙、 咬 み

か

つき、家族の食物の口移し等が原因である
ことも判明しました。
　Ｂ型肝炎ウイルス感染者は成人になると、
劇症肝炎、肝硬変、肝がんになりやすく、今
年４月以降生まれたお子さん全員にＢ型肝
炎ワクチンを無料で３回接種することにな
りました。今年の４月より前に生まれた方
は任意で有料となりますが、肝がん予防の
ため、ぜひワクチン接種をお受けください。

公益社団法人東大和市医師会

市税・国民健康保険税はコンビニエンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線 1041 まで

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時　

分
〜
正
午

３０

※　

月　

日
の
土
曜
収
納
窓
口

１１

１９

は
お
休
み
し
ま
す
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

納
税
課（
市
役
所
１
階
）で
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専
用
端

末
に
通
し
て
暗
証
番
号
を
入
力

す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替
の
申

込
み
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー
口
座

振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
（
金
融
機
関
の
届
出
印

は
不
要
で
す
）。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線

１
０
４
１
ま
で
。

土
曜
収
納
窓
口
を 

　
　 

開
設
し
ま
す 

◎
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税 

《今月の納期》 
　納期限　11月30日（水） 

 

お問合せは、高齢介護課・内線 1171 まで 

お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで 

・国民健康保険税 第5期 

・介護保険料 第5期 

・後期高齢者医療保険料 第5期 

□
平
和
バ
ザ
ー
（
平
和
を
願
う

実
行
委
員
会
）
／　

月　

日
豸

１１

２０

午
前　

時
〜
午
後
１
時
／
■場
第

１０

２
み
ん
な
の
家
／
衣
類
・
雑
貨
、

食
・
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
他
／
■問
 

脇
田　

―　

―
１
６
２
９

０４２

５６４

□
押
花
倶
楽
部
パ
ー
プ
ル
作
品

展
（
押
花
倶
楽
部
パ
ー
プ
ル
）

／　

月　

日
豺
〜　

日
貅
午
前

１１

２１

２４

　

時
〜
午
後
４
時
／
■場
画
廊
マ

１０ー
レ
ン
／
会
員
が
１
年
間
心
を

込
め
て
作
っ
た
作
品
が
約　

点
７０

／
■問
 

川
村　

―　

―
３
２
９
７

０４２

５６１

□
地
域
交
流
の
場
ま
め
家
（
ま

め
の
会
）
／
お
子
さ
ん
連
れ
の

方
も
可
／
①　

月　

日
豸
②　

１１

２０

１２

月
４
日
豸
③　

月　

日
豸
午
後

１２

１８

１
時　

分
〜
４
時
／
■場
デ
イ
サ

３０

ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め
／
各　
１０

人
（
申
込
順
）
／
介
護
予
防
の

集
ま
り
／
①
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
作
り
②
二
胡
の
演
奏
を
聞
き

ま
す
。
五
平
も
ち
作
り
③
リ
ン

ゴ
の
サ
ン
タ
作
り
／
■費
 
　

円
／

３００

■申
 

①
②
は
前
日
ま
で
に
、
③
は

　

月　

日
ま
で
に
デ
イ
サ
ー
ビ

１２

１５

ス
え
ん
ど
う
ま
め　

―　

―
９

０４２

５６５

７
７
８
へ
。

□
手
作
り
ウ
ィ
ン
ナ
ー
体
験
教

室
（
食
育
の
会
お
む
す
び
こ
ろ

り
ん
）
／
小
学
生
以
上
（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）
／　

月　
１１

２７

日
豸
午
前　

時
〜
正
午
／
■場
中

１０

央
公
民
館
／　

人（
申
込
順
）／

２０

手
作
り
ウ
ィ
ン
ナ
ー
と
食
育
講

座
／
■講
 

上
河
内
弥
生
／
■費
 
　

円
３００

／
■持
 

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

ふ
き
用
タ
オ
ル
／
■申
 
　

月　

日

１１

２０

ま
で
に
、
フ
ァ
ク
ス
で
同
事
務

局　

―　

―
１
６
９
２
へ
／
■問
 

０４８

４６０

熊
田　

―　

―
６
８
０
８

０４２

５６２

□
介
護
家
族
の
会
し
ゃ
ぼ
ん
玉

（
ま
め
の
会
）
／
高
齢
者
を
介

護
し
て
い
る
方
、
経
験
者
な
ど

／　

月　

日
豸
・　

月　

日
豸

１１

２０

１２

１８

午
前　

時
〜　

時　

分
／
■場
デ

１０

１１

４５

イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん
ど
う
ま
め
／

　

人
位
／
介
護
の
悩
み
や
情
報

１０交
換
な
ど
。
認
知
症
の
ご
家
族

と
同
伴
で
も
大
丈
夫
で
す
／
■費
 

　

円
／
■問
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
ん

１００ど
う
ま
め　

―　

―
９
７
７
８

０４２

５６５

□
木
目
込
人
形
干
支（
と
り
）講

習
会〔
手
工
芸
連
盟（
紫
翠
会
）〕

／　

月　

日
貊
・　

月
２
日
貊

１１

２５

１２

午
前
９
時　

分
〜
午
後
３
時
／

３０

■場
中
央
公
民
館
／
各　

人
（
申

１５

込
順
）
／
木
目
込
人
形
干
支
作

り
／
■講
 

榊
枝
喜
子
／
■費
 

千
百
円

〜
四
千
二
百
円
／
■持
 

目
打
ち
、

は
さ
み
、
お
し
ぼ
り
、
エ
プ
ロ

ン
／
■申
 
　

月　

日
頃
ま
で
に
島

１１

２０

袋　

―　

―
３
３
４
９
へ
。

０４２

５６５

□
新
成
会　

周
年
・
文
化
祭「
シ

３０

ニ
ア
い
き
い
き
展
」（
老
人
ク
ラ

ブ「
新
成
会
」）／
近
郊
の
方
／

　

月　

日
豸
午
前　

時
〜
午
後

１１

２７

１１

３
時
／
■場
清
原
市
民
セ
ン
タ
ー

／
ク
ラ
ブ
活
動
成
果
、
趣
味
、

手
芸
、
地
域
交
流
、
健
康
チ
ェ

ッ
ク（
お
た
っ
し
ゃ　

健
診
・
骨

２１

密
度
・
血
管
年
齢
等
）
／
■問
 

青

木　

―　

―
４
３
５
７

０４２

５６３

□
子
ど
も
と
一
緒
に
筋
力
強
化

体
操
♪
（
わ
ら
べ
び
ぃ
〜
ず
）

／
首
が
座
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

／　

月　

日
豺
午
前　

時　

分

１１

２８

１０

３０

〜
正
午
／
■場
清
原
市
民
セ
ン
タ

ー
／　

人
（
申
込
順
）
／
赤
ち

１０

ゃ
ん
は
抱
っ
こ
ひ
も
で
！
親
子

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
／
■講
 

矢
崎
ユ
リ

コ
／
■費
 
　

円
／
■持
 

抱
っ
こ
ひ
も

５００

／
体
操
が
で
き
る
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
／
■申
 
　

月　

日
ま

１１

２７

で
に
矢
崎　

―
４
７
０
０
―
６

０８０

０
９
５
へ
。

□
第　

回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
東
大

１８

和
児
童
作
品
展
（
同
実
行
委
員

会
）
／　

月
３
日
貍
・
４
日
豸

１２

午
前　

時
〜
午
後
５
時
（
４
日

１０

は
午
後
４
時
ま
で
）
／
■場
中
央

公
民
館
ホ
ー
ル
／
市
内
小
学
生

の
絵
画
・
書
写
と
フ
ラ
ン
ス
・

ロ
ッ
ト
県
の
小
学
生
の
絵
画
展

示
、
お
花
の
体
験
／
■問
 

山
城　
０４２

―　

―
２
９
８
６

５６５
□
心
身
障
害
者
・
精
神
障
害
者

共
同
作
業
所
作
品
展
（
共
同
作

業
所
連
絡
会
）
／　

月　

日
豺

１１

２８

〜　

日
貉
午
前
９
時　

分
〜
午

３０

３０

後
４
時　

分
（　

日
は
午
前　

３０

２８

１０

時
か
ら
、　

日
は
午
後
４
時
ま

３０

で
）
／
■場
市
役
所
１
階
市
民
ロ

ビ
ー
／
革
・
手
工
芸
品
、
陶
芸

品
、
菓
子
等
の
展
示
・
販
売
／

■問
 

第
３
み
ん
な
の
家　

―　

―

０４２

５６２

８
７
７
６

□
東
大
和
ふ
れ
あ
い
こ
ど
も
ま

つ
り
＠
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
（
東

大
和
子
ど
も
劇
場
）
／　

月
４

１２

日
豸
午
前　

時
〜
午
後
５
時
／

１０

■場
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
／
劇
団
鳥

獣
戯
画
「
狂
言
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

入
間
川
」
午
後
１
時
開
演：

一

般
は
二
千
五
百
円
、
４
歳
以
上

小
学
生
以
下
は
千
五
百
円
、
３

歳
以
下
ひ
ざ
上
は
無
料
／
ど
ん

亀
座
「
亀
ち
ゃ
ん
の
ク
ラ
ウ
ン

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」、ル
ロ
ッ
ト

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
お
と
を
つ
く

ろ
う
！
お
と
で
あ
そ
ぼ
う
！
」、

あ
そ
び
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
あ
り

ま
す
（
無
料
）。
時
間
等
の
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

／
■問
 

東
大
和
子
ど
も
劇
場　

―
０４２

　

―
８
９
３
４

５６３□
公
開
学
習
会
（
朗
読
の
会
）

／　

月　

日
豸
午
後
２
時
〜
４

１２

１１

時
／
■場
南
街
公
民
館
／　

人
３０

（
当
日
先
着
順
）
／
夏
目
漱
石

没
後
百
年
「
夢
十
夜
」
他
／
■講
 

松
永
英
晃
／
■問
 

若
松　

―　

―

０４２

５６４

０
７
３
５

□
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
会
員
募
集

（
東
大
和
シ
ャ
ト
ル
レ
デ
ィ
ー

ス
）
／
毎
週
月
曜
日
午
前
９
時

〜　

時　

分
／
■場
東
大
和
市
ロ

１１

３０

ン
ド
み
ん
な
の
体
育
館
／
■入
 

千

円
／
■月
 

二
千
円
／
■問
 

谷
川　

―
０９０

８
５
６
３
―
４
７
４
９

□
健
康
体
操
会
員
募
集
（
水
曜

会
）
／
成
人
の
方
／
毎
週
水
曜

日
午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

／
■場
東
大
和
市
ロ
ン
ド
み
ん
な

の
体
育
館
／
軽
体
操
で
体
を
動

か
し
体
力
も
つ
く
楽
し
い
健
康

体
操
／
■月
 

千
五
百
円
／
■問
 

天
本

　

―　

―
３
１
５
４

０４２

５６４

□
第　

回
子
ど
も
か
ら
の
人
権

１３

メ
ッ
セ
ー
ジ
発
表
会
（
多
摩
西

人
権
啓
発
活
動
地
域
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
協
議
会
・
町
田
市
）／　

月
１１

　

日
貍
午
後
１
時
〜
４
時
／
■場

１９町
田
市
民
ホ
ー
ル
／
子
ど
も
た

ち
が
、
学
校
生
活
や
社
会
で
の

人
間
関
係
を
通
し
て
気
づ
い
た

こ
と
、
悩
ん
だ
こ
と
、
励
ま
し

あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
人
権
に
つ

い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
発

表
し
ま
す
／
■問
 

町
田
市
役
所
福

祉
総
務
課　

―　

―
２
１
３
３

０４２

７２４

□
八
国
山
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー
ク

（
西
武
・
狭
山
丘
陵
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
）
／
高
校
生
以
上
で
里
山
や

雑
木
林
の
こ
と
を
学
び
た
い
方

／　

月　

日
貍
午
前　

時
〜
午

１２

１７

１０

後
３
時　

分
／
■場
八
国
山
緑
地

３０

踏
切
口
（
八
国
山
た
い
け
ん
の

里
近
く
）
／　

人
（
抽
選
）
／

１５

里
山
の
こ
と
を
学
び
、
雑
木
林

の
手
入
れ
を
行
う
／
■費
 

千
円
／

■持
 

飲
み
物
、
帽
子
、
軍
手
、
雨

具
、
タ
オ
ル
／
■申
 
　

月　

日
ま

１１

２５

で
に
狭
山
公
園
パ
ー
ク
セ
ン
タ

ー　

―　

―
０
１
５
４
へ
。

０４２

３９３

□
都
立
羽
村
特
別
支
援
学
校
第

　

回
文
化
祭
／　

月
２
日
貊
・

３９

１２

３
日
貍
午
前
９
時　

分
〜
午
後

３０

３
時
（
３
日
は
午
前
９
時　

分
２５

か
ら
）
／
■場
都
立
羽
村
特
別
支

援
学
校
／
知
的
障
害
の
あ
る
児

童
・
生
徒
が
学
ぶ
学
校
で
す
。

小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部
の

舞
台
発
表（
３
日
）、作
品
展
示
、

製
品
販
売
等
／
■問
 

同
校　

―　
０４２

５５４

―
０
８
２
９

□
自
衛
官
（
陸
上
自
衛
隊
高
等

工
科
学
校
生
徒
）
を
募
集
し
ま

す
／
中
学
校
卒
業
ま
た
は
中
等

教
育
学
校
前
期
課
程
修
了
者
で
、

平
成　

年
４
月
１
日
現
在
、　

２９

１５

歳
以
上　

歳
未
満
の
男
子
／
受

１７

付
期
限：

推
薦
は　

月
２
日
。

１２

一
般
は
平
成　

年
１
月
６
日
／

２９

試
験
期
日：

推
薦
は
平
成　

年
２９

１
月
７
日
貍
〜
９
日
（
祝
日
）

で
指
定
す
る
１
日
。
一
般
は
平

成　

年
１
月　

日
貍
／
■問
 

防
衛

２９

２１

省
国
分
寺
募
集
案
内
所　

―　
０４２

３２４

―
１
０
１
０

※
凡
例　

■場
場
所
、
■講
 

講
師
、

■費
 

費
用（
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
）、

■入
 

入
会
金
、
■月
 

月
会
費
、
■持
 

持

ち
物
、
■問
 

問
合
せ
、
■申
 

申
込
み

������������������������������������
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●藤原真理チェロリサイタル
＜セロ弾きのゴーシュ＞とチ
ェロの調べ
　１２月４日豸午後３時開演
／大ホール　全席指定／一般
３,０００円 （友 の 会 ２,７００円） ／ 未就
学児の入場はご遠慮ください。
●ふれあいこどもまつり連携
企画「もうすぐクリスマス☆
つくって！ならして！あそぼ
う!!」
　楽器をつくって音楽であそ
ぼう！
　３歳～５歳（保護者の同伴
が必要） ／ 12月４日豸 午前１０
時開始／リハーサル室／定員
１５組／講師　音楽遊び研究会
むっく（国立音楽大学公認団

チケット発売中の自主事業

体）／５００円／窓口または往復
はがきでお申し込みください。
●ライブエンタテインメント
ワークショップ東大和発！ア
クションクラブPROJECT
　小学３年生以上／平成２９年
１月２２日～４月１６日の毎週日
曜日（１月２９日、２月１２日・
２６日を除く１０回）／午後７時
～９時／直前リハーサル　４
月２０日貅午後７時～９時／発
表ステージ　４月の市内イベ
ント（予定）／定員１５人／受
講料１０,０００円／講師　角田明
彦（アクションコーディネー
ター）／平成２９年１月１３日貊
までに窓口または往復はがき
でお申し込みください（必着）。
自己PRをご記入ください。
【往復はがき申込方法】

　往復はがきの往信欄に、①
応募する講座名②住所③氏名
（ふりがな）④年齢⑤性別⑥電
話番号を記入。返信欄の宛先
に住所を記入し、ハミングホ
ール「応募する講座名」係宛
（〒207- 0013 東大和市向原

６ － １ ）に郵送してください。
※必要事項の記入漏れは無効
となります。
●三遊亭円楽・林家たい平二
人会
　平 成 ２９ 年２月 １１ 日（祝日）
午後２時開演／大ホール　全
席指定／ 一 般３,５００円（友 の 会
３,０００円）／未就学児の入場は
ご遠慮ください。

 

●第 １８９ 回ロビーコンサート霜
月～ヴィオラは歌う～
　１１月３０日貉正午開演／入
場無料／出演　SHOHTO（ヴ
ィオラ）＆SONOKO（ピアノ）

 

　市民を対象とした調整会議
は  １２月１日 貅午後１時３０分
から行います。

ロビーコンサート

１２月の施設利用の申込み
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■
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
を
お

届
け
し
て
い
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民

年
金
及
び
厚
生
年
金
に
加
入
し

て
い
る
方
に
、
保
険
料
納
付
実

績
や
年
金
の
見
込
額
等
を
記
載

し
た「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」を
毎

年
誕
生
月
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

◎
通
知
す
る
内
容

○
節
目
年
齢
時（　

・　

・　

歳
）

３５

４５

５９

の
方
に
、
①
〜
⑥
の
更
新
し
た

内
容
を
通
知
し
ま
す
。

①
年
金
加
入
期
間
（
加
入
月
数
、

納
付
済
月
数
等
）　

②　

歳
未

５０

満
の
方
に
は
、
加
入
実
績
に
応

じ
た
年
金
見
込
額
。　

歳
以
上

５０

の
方
に
は
、
ね
ん
き
ん
定
期
便

作
成
時
点
の
加
入
制
度
に
引
き

続
き
加
入
し
た
場
合
の
将
来
の

年
金
見
込
額
〔
既
に
年
金
受
給

中（
全
額
停
止
中
も
含
む
）の
方

に
は
通
知
し
ま
せ
ん
〕　

③
保

険
料
の
納
付
額
（
被
保
険
者
負

担
分
累
計
）　

④
年
金
加
入
履

歴
（
加
入
制
度
、事
業
所
名
称
、

被
保
険
者
資
格
取
得
・
喪
失
年

月
日
等
）　

⑤
厚
生
年
金
の
全

て
の
期
間
の
月
ご
と
の
標
準
報

酬
月
額
・
賞
与
額
・
保
険
料
納

付
額　

⑥
国
民
年
金
の
全
期
間

の
月
ご
と
の
保
険
料
納
付
状
況

※
訂
正
が
あ
っ
た
場
合
は
、
同

封
の「
年
金
加
入
記
録
回
答
票
」

で
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

○
節
目
年
齢
時
以
外
の
方
に
は
、

上
記
①
〜
③
は
更
新
し
た
も
の
、

⑤
と
⑥
は
最
近
の
月
別
状
況
を

通
知
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

ね
ん
き
ん
定
期
便

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
�
０
５
７
０
―

　

―　

（　

で
始
ま
る
電
話
か

０５８

５５５

０５０

ら
は　

―
６
７
０
０
―
１
１
４

０３

４
）
／
月
〜
金
曜
日
は
午
前
９

時
〜
午
後
７
時
、
第
２
土
曜
日

は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い

　

公
的
年
金
制
度
で
は
、
全
て

の
制
度
に
共
通
し
て
使
用
さ
れ

る
基
礎
年
金
番
号
が
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
国
民
年
金
や
厚
生

年
金
に
加
入
す
る
と
基
礎
年
金

番
号
が
記
載
さ
れ
た
年
金
手
帳

が
交
付
さ
れ
、
加
入
記
録
や
保

険
料
の
納
付
状
況
等
が
こ
の
番

号
で
登
録
さ
れ
ま
す
。
年
金
手

帳
は
、
年
金
に
関
す
る
手
続
き

の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
手
帳
を
紛
失
・ 
毀  
損 
し
た

き 
そ
ん

時
は
、
次
の
手
続
き
先
へ
再
交

付
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
国
民
年
金
第
１
号
・
任
意
加

入
被
保
険
者
は
、
市
役
所
ま
た

は
立
川
年
金
事
務
所
へ
。

○
厚
生
年
金
等
の
被
保
険
者
は
、

勤
務
す
る
事
業
所
を
経
由
ま
た

は
直
接
、
事
業
所
の
所
在
地
を

管
轄
す
る
年
金
事
務
所
へ
。

○
国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者

は
、
配
偶
者
の
勤
務
す
る
事
業

所
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
年
金

事
務
所
へ
。

■
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

▽
電
話
番
号

０
５
７
０
―　

―
１
１
６
５

０５

※　

か
ら
始
ま
る
電
話
か
ら
は
、

０５０

　

―
６
７
０
０
―
１
１
６
５

０３▽
受
付
時
間

�
月
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
、

祝
日
は
除
く
） ：

午
前
８
時　

分
３０

〜
午
後
５
時　

分
１５

※
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。

�
第
２
土
曜
日（
祝
日
は
除
く
）

：

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

�
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
�　

―　

―
０
３
５
２
ま

０４２

５２３

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
６
ま
で
。

国
民
年
金 

だ

よ

り

申込対象月施設名
平成２９年１２月大・小ホール
平成２９年６月その他の施設

好きなように感じ てみまし ょ う
　 緋  色 の

ひ いろ

 鶏冠 と鉛色の
と さ か

 尾  羽 を持つ 
お は

 雄 
おん

 鶏 と、それ
どり

を見上げる美しい 雌  鶏 が描かれた絵に、『生誕
めん どり

110年 吉岡堅二展 鳥110羽』と白抜きされた
文字が印象的なポスターを見て、この２羽と残
りの108羽がどのように描かれ、展示されてい
るのだろうかとワクワクしながら郷土博物館に
急ぎました。日本画、版画、 素 

そ

 描 
びょう

、 草  稿 、スケ
そう こう

ッチブックに描かれた鶴、 朱  鷺 、 雉  子 、 孔 
と き き じ く

 雀 、
じゃく

おしどり、かわせみ、（ポスターの）鶏など、110羽
分の鳥が多彩に出迎えてくれました。飛んでい
る２羽の 鷺 が描かれた絵では、下絵に使われた

さぎ

エンジ色の 顔  彩 
がん さい

（ 骨  描 きというらしい）がまるで
こつ が

血管のように見え、空を飛んでいる鷺と一緒
に、私も舞っているような気持ちになりました。
　後日行われた鑑賞会「絵はどうやって見たら
いいの？」に参加し、郷土博物館職員の語った
“絵の見方に正解はなく 、 各自好きに見てよい”
との言葉は、素人が楽しめるコツとしてとても
参考になりました。あまり難しく考えずに、心
と眼で感じるままを素直に見ようと思います。
また、今回の展示会では、未完の絵やスケッチ
などの下絵が多数展示されていました。“制作の
過程を見ることで、どんな画家だったかを伺い
知ることができる”との説明には、もし本人が、
展示されている未完の作品を見たら恥ずかしが
るだろうなぁー。などと気の毒に思い、会った
ことのない遠い存在の画家との距離が少し縮ま
ったように感じました（笑）。
　昭和19年から平成２年で亡くなるまで清水に
自宅兼アトリエを構え、制作を続けていた吉岡
堅二氏は、自宅の庭に数種類の鳥を飼っていた
ほどの鳥好きで、空堀川や多摩湖などでもよく
観察をしていたそうです。
　11月26、27日には、生前暮らしていた自宅の
特別公開がありますので、散歩がてらに出かけ
てみませんか。鳥を愛した郷土の画家をもっと
身近に感じられるかもしれません。

（市民記者　氏井直美）

※広告に関するお問合せは…総合広告代理店　フレックス株式会社
　　　　　　　　　　　　　 TEL  042 - 528 -1611（代） へ

   
広　

告

古紙含有率 70％再生紙を使用しています �

ハミングホール 
東大和市民会館 

窓口販売：午前9時～午後8時30分 
電話予約：午前9時～午後5時 

042-590-4414

ちょこバスに広告を出しませんか
　年間約 12万5千人が利用するコミュニティバス（ちょ
こバス）に広告を掲出することで、地域に密着した宣伝効
果が期待できます。 料金等詳細は 、 お問い合わせください。
車内広告　額面ポスターを車内に貼り出します／車内放
送　停留所名を案内する時に音声にて広告を流します／
バス停留所広告　広告ステッカーを貼り出します
�問合せ　西武バス㈱ �04-2995-8132


